
保護林の統合について
（位置図・写真・保護林管理方針書）
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管理方針書 希少-９

名　　称 上
じょう

畑
はた

タブノキ等希少個体群保護林 管理（支）署 福岡森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項

法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

旧上畑風致  昭和５３年４月１日
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧上畑植物群落保護林）

面　　積
(ha)

１５．７５

福岡県　遠賀郡　岡垣町　　上畑山国有林　３１０１ 　と  林小班

　シイ、タブノキ、その他広葉樹の天然林を保護し、学術研究等に資する。

　上畑タブノキ等希少個体群保護林は、宗像市と岡垣町界で、城山（標高３６９ｍ）が中心になった位置にあり、周囲は城山公園になっている。
近くを国道３号線が走っている。林相は、シイ類、タブノキ、その他天然の広葉樹から成っている。城山公園の風致の保持助長に必要な地域と
なっている。

標高：２００ｍ、　傾斜：急、　地質：安山岩類、　土壌型：BＣ、　林齢：１２０年生以上

択 伐
　極盛相にあるものは原則として自然の推移にゆだね、遷移の途中にあるものは現状の維持に必要な森林施業を行う。 また、モニタリング、学
術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行う。
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管理方針書 希少-１１

名　　称 狩
かり

倉
くら

スダジイ等希少個体群保護林 管理（支）署 福岡森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項

法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）、都市計画区域（公園）

旧狩倉風致  昭和４１年４月１日
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧狩倉植物群落保護林）

面　　積
(ha)

２１．４０

福岡県　宗像市　　狩倉国有林　１１７　り、ら　  林小班

　シイ類、タブノキ、その他広葉樹の天然林を保護し、学術研究等に資する。

　狩倉スダジイ等希少個体群保護林は、宗像市と岡垣町界の宗像市側にあり、国道3号線に接し、JR鹿児島本線「教育大前駅」の近くに位置し
ている。林相は、シイ類、タブノキ、ムクロジ、ヤブツバキ等その他の天然生広葉樹林となっている。戦国時代、宗像家の居城があったことから城
山（じょうやま：標高３６９ｍ）と呼ばれ、別名蔦ケ嶽と言われている。城山公園として整備され登山や散策に利用されている。

標高：４００ｍ、　傾斜：急、　地質：安山岩類、　土壌型：BＣ、　林齢：１２５年生以上

択 伐
　極盛相にあるものは原則として自然の推移にゆだね、遷移の途中にあるものは現状の維持に必要な森林施業を行う。 また、モニタリング、学
術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行う。
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英彦ス 希少
英彦モ 希少

英彦ス 希少

英彦モ 希少

保護林遠景

鬼スギ

保護林近景

保護林遠景

保護林近景

統合するべきか検討
英彦山スギ等遺伝資源希少個体群保護林 英彦山・鶯モミ等希少個体群保護林
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管理方針書　希少-１ （新）

名　　称 英彦山
ひこさん

スギ等遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 福岡森林管理署

設定年月日 昭和６３年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

面　　積
(ha)

８１．２６

福岡県　田川郡　添田町　　英彦山国有林　３０６８　い、ろ、は、ほ、へ　林小班

　本保護林は、北九州最高峰の英彦山（1,200m）の登山道周辺に位置している。当地域の歴史は古く、昔から神話と伝説・修験道の山として知
られ、昭和25年に我が国最初の国定公園に指定された。英彦山は山の規模が大きく、雨量も県内では特に多い。英彦山は高住神社や県立青
年の家などがほぼ標高800mにあり、この辺りを境にして植生が明瞭に変化する。
　
　800m以下の山麓部は暖温帯気候で、コジイ、アラカシ、ウラジロガシ、ヤブツバキ、アオキなどの照葉樹（常緑広葉樹）とヤマザクラ、ケヤキ、エ
ノキ、イロハモミジなどの夏緑樹（落葉広葉樹）との混交林であるのに対し、800m以上の地域は冷温対気候でブナ、ミズナラ、コハウチワカエデな
どの夏緑樹林となる。英彦山の魅力はこの夏緑樹林にあるとされ、ブナ林、ミズナラ林、シオジ林、天然ヒノキ林、岩角地植物群落、ツクシシャク
ナゲ群落などの変化に富む植物群落にある。
　
　また、英彦山のブナは葉が小さい太平洋型であり、主な分布域は1,000m以上にあって、主稜線一帯ではミズナラを殆ど伴わない原生的なブナ
林となっている。英彦山のブナ林の林床は中部山岳地帯、東北日本海側、山陰地方に生育するクマイザサ（シナノザサ）が生えており、冷涼な
気候を好むササが南下して、英彦山まで分布を広げたと考えられている。

　林内には、「森の巨人たち100選」に選ばれた鬼スギ（樹齢推定1,200年・幹周12.40m・樹高38m）があり、大正13年12月に天然記念物に指定
されている。こうした英彦山の雄大な自然を求め、訪れる観光客・登山者は年々増加の傾向にある。スギ、モミ、ツガ、カヤ、ケヤキ等が主な保
存対象樹種である。

　標高：８００ｍ　　　　傾斜：中～急　　　地質：安山岩　　　土壌型：ＢＤ（ｄ）　　　　林齢：１３５～２０５年生以上
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保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養・保健）、耶馬日田英彦山国定公園（特保）、鳥獣保護区（特別保護）

旧名称　「英彦山学参　面積８１．２６ｈａ　昭和３．３．３１」
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧英彦山林木遺伝資源保存林）

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領(平成27年９月28日付け 27林国経第49号)に定められた希少個
体群保護林の取扱い方針に従う。また、平成22、30年度の保護林モニタリング調査を踏まえて、取り扱うこととする。

　本保護林については、保存対象種の種構成に変化はないが、シカ被害が認められ、前回調査からさらにシカ被害レベルが上がり、２プロットと
も森林の内部構造が破壊されたレベル３の段階となっている。古い被害痕も新たな被害も確認でき、現在も被害は進行しており、危機的な状況
にある。下層植生もシカの影響を強く受けて貧弱となり、林内見通しも良い。また、種構成に偏りが見られ、多様性が失われているとともに森林
の更新にも影響があると考えられる。
　
　今後もモニタリング調査を継続し、シカ被害対策のため、植生保護柵の設置拡充、森林の植生構造の回復、林内の乾燥防止、併せて早急なシ
カ個体数管理の実施、保護対象種ブナ等の天然更新の促進など可能な対策から講じていくこととする。
　
　なお、今後、近傍にあり林相が類似する英彦山・鶯モミ等希少個体群保護林との統合を検討する。

５年
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名　　称 英彦山
ひこさん・うぐ いす

・鶯モミ等希少個体群保護林 管理（支）署 福岡森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日
平成１６年４月１日　国道敷に所管換の為0.29haの減
平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養・保健）、耶馬日田英彦山国定公園（特保・特１・特２）、鳥獣保護区（特別保護・普通）

旧英彦山学参　平成３年３月３１日　８１．２６（０．０３）ｈａは林木遺伝資源保存林へ
　　　　　　　　　　平成３年３月３１日　１０２．４３ｈａは植物群落保存林へ
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧英彦山・鶯植物群落保護林）

面　　積
(ha)

１０２．１４

福岡県　田川郡　添田町　英彦山国有林　３０６９　い、ろ、は、へ、へ1、　３０６８　に、３０７０　全　林小班
　　　　　　　　　　　　 〃　　　　　 　〃　　 　　３０７１　つ、な、ら、む　林小班
　　　　　　　　　　　　 〃　　　 鶯　　国有林　３０６８　と　林小班

　温帯植生（モミ）の代表的林相を保存し、学術研究等に資する。

　英彦山・鶯モミ等希少個体群保護林は、英彦山（標高１,１９９ｍ）を挟み両脇の山頂付近に位置しており、英彦山スカイラインや修験道の霊場と
して有名な英彦山神社にも接している。林内には、大正１３年１２月９日「天然記念物」に指定され、「森の巨人たち１００選」にも選ばれた『鬼ス
ギ』がある。また、近くには、旧亀石坊庭園や秦幣殿等がある。林相は、モミの大木が多く、スギ、ブナ、ケヤキ等も混生し、北九州地方における
天然林の中ではほとんど比類できないほど優良な林相を呈している。近くに大都市を控えており、英彦山神社への参拝者や周辺での散策と登
山者等の多くの利用者がある。

標高：１,０００ｍ　　　傾斜：中～急　　　地質：安山岩　　　土壌型：ＢＤ（ｄ）　　　林齢：８０～２８０年生以上

禁 伐
　極盛相にあるものは原則として自然の推移にゆだね、遷移の途中にあるものは現状の維持に必要な森林施業を行う。また、モニタリング、学
術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行う。

管理方針書 希少-２
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普賢岳 群集
野岳 希少

普賢岳 群集

野岳 希少

保護林遠景

イヌツゲの巨木

保護林遠景

保護林近景 保護林近景

統合するべきか検討
普賢岳生物群集保護林 野岳イヌツゲ希少個体群保護林
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名　　称 普賢岳
ふげんだけ

生物群集保護林 管理（支）署 長崎森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養・土砂流出防備・保健）、雲仙天草国立公園（特保）、史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区（特別保護・普通）

旧普賢岳学参　　昭和４１年４月１日
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧普賢岳植物群落保護林）

面　　積
(ha)

４４３．４１

長崎県　雲仙市　小浜町　三会温泉岳国有林　７８ ろ、は、８０ 全、８４ ち、９２ る、わ、９３ お、く　林小班
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ９４ な、９５ い、い１、ろ、１０８ た、イ　　林小班

　イタヤカエデ、ノリウツギ、ナナカマド、ミヤマキリシマ等の広葉樹林を保護し、学術研究等に資する。

　普賢岳生物群集保護林は、島原半島のほぼ中央部、雲仙普賢岳（標高１,３５９ｍ）周辺で、標高８００ｍ～１,３００ｍの急傾斜地に位置してい
る。普賢岳は、平成３年６月に噴煙を上げ、土石流や火砕流により山頂付近の山容、地形が大きく変化した。このため、周囲の植生も大きく変わ
り、林相も高木、亜高木が大きく減少している。主に、イタヤカエデ、ノリウツギ、ナナカマド、ミヤマキリシマ等の広葉樹の群生地帯が多くあり、秋
には美しく紅葉していたが、低木のコツクバネウツギ、ニシキギ、ヒカゲツツジ、ヤマグルマ等が目立つようになっている。普賢岳への観光客も多
く、特に、国道57号線沿いからのロープウェーによる普賢岳見物は観光のメッカとなっている。

標高：８００ｍ、　傾斜：急、　地質：安山岩類、　土壌型：ＢＤ（ｄ）・ＢｌＤ（ｍ）

禁 伐
　極盛相にあるものは原則として自然の推移にゆだね、遷移の途中にあるものは現状の維持に必要な森林施業を行う。また、モニタリング、学
術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行う。

管理方針書 生物 – 1
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管理方針書 希少-２４

名　　称 野
のだけ

岳イヌツゲ希少個体群保護林 管理（支）署 長崎森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養・保健）、雲仙天草国立公園（特保・特２）、史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区（特別保護・普通）

旧野岳学参　　昭和４９年４月１日
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧野岳植物群落保護林）

面　　積
(ha)

８０．３１

長崎県　南島原市　深江町　　安中温泉岳国有林　９４ ら、ら１、９６ い、い１、に、ほ、９８ く　 林小班

　イヌツゲ群落を保存し、学術研究等に資する。

　野岳イヌツゲ希少個体群保護林は、島原半島のほぼ中央で、国道５７号線から分岐し南島原市深江町から島原市へ向かう県道に沿う標高７０
０ｍ～１,１００ｍの急傾斜地に位置している。野岳の山頂付近の林相は、イヌツゲが群集し、樹高６ｍ、幹周２０ｃｍに達する巨木の群落が見られ
る。また、林内にはモミ、ニシキウツギ、ミヤマキリシマ、シロドウダン、カナクギノキ等の群落も点在している。

標高：８００ｍ、　傾斜：急、　地質：安山岩類、　土壌型：BＤ・ＤｌＤ（ｍ）・ＢＤ（ｄ）、　林齢：７０～１５０年生以上

禁 伐
   極盛相にあるものは原則として自然の推移にゆだね、遷移の途中にあるものは現状の維持に必要な森林施業を行う。また、モニタリング、学
術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行う。
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市房モ 希少
市房ツ 希少
市房ゴ 希少

市房ゴ 希少

市房モ 希少

市房ツ 希少

保護林遠景

保護林近景

シシンランの着生状況

保護林近景 ゴイシツバメシジミ

統合するべきか検討 市房ゴイシツバメシジミ希少個体群保護林
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保護林近景

保護林近景 ヒメシャラの剥皮

保護林遠景

市房神社参道の市房スギ 保護林近景

市房モミ等希少個体群保護林 市房ツガ等遺伝資源希少個体群保護林
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名　　称 市
いち

房
ふさ

モミ等希少個体群保護林 管理（支）署 熊本南部森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養・保健）、九州中央山地国定公園（特１）、鳥獣保護区（特別保護）

旧市房風致　　昭和５２年４月１日
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧市房植物群落保護林）

面　　積
(ha)

５５．８０

熊本県　球磨郡　水上村　　市房国有林　２０２９　か、　２０３０　ろ　林小班

　市房の中核となる山頂周辺の原生林を保護し、風致の維持を図り、併せて森林施業、管理技術の発展、学術研究等に資する。

　市房モミ等希少個体群保護林は、熊本県水上村と宮崎県西米良村界にある市房山（標高１,７２１ｍ）を頂点とする位置にあり、標高　１,０００ｍ
～１,１００ｍである。林内には市房神社があり、市房神社は俗に「お岳さん」と呼ばれ、創建は文同２年（８０２年）と伝えられ、相良家代々の祈願
所となっている。また、九州中央山地国定公園に指定されている。林相は、モミ、ツガ、カエデ、ミズナラ等が原生林の状態で残っている。

標高：１,０００ｍ、　傾斜：急、　地質：中生層頁岩、　土壌型：BC、　林齢：１３５～１７５年生以上

禁 伐
   極盛相にあるものは原則として自然の推移にゆだね、遷移の途中にあるものは現状の維持に必要な森林施業を行う。また、モニタリング、学
術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行う。

管理方針書 希少-３５
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名　　称 市
いち

房
ふさ

ツガ等遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 熊本南部森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養・保健）、九州中央山地国定公園（特２）、鳥獣保護区（普通）

旧名称「御前岳学参」　面積２４．１４ha 　設定　昭和 ４７．３．３１
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧市房林木遺伝資源保存林）

面　　積
(ha)

３１．２０

熊本県　球磨郡　水上村　　市房国有林　２０２９　と　林小班

ツガ､ヒメコマツ､サワグルミ､ケヤキの保存

　市房ツガ遺伝資源希少個体群保護林は、球磨郡水上村の市房山（標高１,７２２ｍ ）の西側中腹に位置し、下方には市房ダムがある。林相は、
ツガ、ヒメコマツ、ケヤキ、シオジ等の原生林に覆われ、天然記念物に相当する程の大径木や動植物等の宝庫である。途中の市房神社参道に
は、市房スギ（樹齢８００年生以上）が４３本生立している。市房山は、昔から地元の人々には〃御嶽さん〃と呼ばれている。また、中腹の市房神
社（海抜８００m）は、縁結びの神様として旧暦３月１６日には球磨一円からの大勢の参拝者で賑わっている。

標高：８００ｍ、　傾斜：急、　地質：中生層頁岩、　土壌型：ＢＤ（ｄ）、　林齢：１６０年生以上

禁　伐
　被害木の除去、災害防止及び学術研究のための伐採はできるものとする。ただし、法的規制等に抵触しない範囲内とする。

管理方針書 希少-３６
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名　　称 市
いち

房
ふさ

ゴイシツバメシジミ希少個体群保護林 管理（支）署 熊本南部森林管理署

設定年月日 平成２０年３月２５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養・保健）、九州中央山地国定公園(特２・特３）、砂防指定地、鳥獣保護区（普通）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧市房特定動物生息地保護林）

面　　積
(ha)

４５．２７

熊本県　球磨郡　水上村　　市房国有林　２０２９ ほ、へ、と１、ち、ら　林小班

　ゴイシツバメシジミ「国の天然記念物（蝶）」、「国内希少野生動植物種」の繁殖地及び生息地の保護を図り、併せて学術研究に資する。

　市房ゴイシツバメシジミ希少個体群保護林は、市房山（標高１,７２１ｍ）の西側斜面、市房神社付近に位置している。林相は、市房神社の参道
を中心として、ウラジロガシ、イチイガシ、アカガシ等の照葉樹の大径木を上層木とする原生的な森林が発達している。　また、標高７００～８００ｍ
に位置するケヤキ人工林は、草本層や低木層が発達しつつあり、樹冠同士の間に隙間が生じるような成熟段階の林分と成っている。標高800ｍ
以上の位置するスギ・ヒノキ人工林については、植栽された木が林冠を強く閉鎖し、下層植生が目立って乏しい若齢段階の林分と成っている。

標高５００～９００m、　傾斜：緩～急、　地質：花崗岩、　林齢：４８～１７５年生以上（平成2８年）

　繁殖又は生息する動物の生態特性を踏まえた保護及び管理を行うこととし、このために必要な森林施業は行うこととする。また、モニタリング、
学術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行う。

管理方針書 希少-３７
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屋久島 生態
瀬切川 希少

屋久島 生態

瀬切川 希少

保護林遠景（西部の垂直分布）

保護林近景（縄文杉）

著名木及び周辺植生の保護

保護林遠景

ヤクタネゴヨウの

芽生え

保護林近景

統合するべきか検討
屋久島森林生態系保護地域 瀬切川ヤクタネゴヨウ希少個体群保護林
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管理方針書 生態 – ５

名　　称 屋久島
やくしま

森林生態系保護地域 管理（支）署 屋久島森林管理署

設定年月日 平成４年３月３０日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項

法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

旧名称・・・第一、第二学参、国割学参、花山学参、瀬切学参

屋久島森林生態系保護地域計画（平成４年３月）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い平
成３０年４月１日再編（旧屋久島森林生態系保護地域）

特 徴    植物・・・世界的に貴重な高齢ヤクスギ群とヤクシマ
　　　　　　　　　　チシダ等、多数の固有種を含むシダ類や豊富
　　　　　　　　　　な蘚苔類に特徴する植生である。
　　　　　動物・・・ヤクシカ、ヤクザル、ヤクコマドリ、ヤクシマ
　　　　　　　　　　トゲトンボ、ヤクシマミドリシジミ等屋久島固有
　　　　　　　　　　のものが多数生息している｡

５年

保安林見込地（水源涵養）、保安林（水源涵養・土砂流出防備・保健）、屋久島国立公園（特保、特１・特２・特３）、屋久島原生自然環境保全地
域、史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区（特別保護・普通）、特別母樹林

面　　積
(ha)

１５，１８５．４４

保存地区　　　　：　９６００．５５
保全利用地区　：  ５５８４．８９

鹿児島県　熊毛郡　屋久島町　　愛子岳国有林 　２０４ ら 林小班外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平瀬 　国有林  　　　１ い 林小班外

　原生的な天然林を保存することにより、自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、学術研究などに役立てるとともに、これらの森林を
後世に引き継ぐことにする。

　屋久島森林生態系保護地域の屋久島は、九州の最南端、佐多岬の南方６５Ｋｍ、鹿児島より南へ約１３０Ｋｍの海上に位置している。南海の
洋上に屹立する周囲約１００Ｋｍのほぼ円形に近い形をした山岳島で、最高峰宮之浦岳（標高１,９３６ｍ）をはじめ、標高
１,５００ｍ以上の高峰が連なった急峻な地形を呈し、海岸近くまで尾根を形成している。地質は、四万十層群に属し、主として四万十層群と、これ
を貫く新第三紀花崗岩とからなっている。林相は、暖温帯と冷温帯からなり、山頂部はヤクシマダケ、ヤクシマシャクナゲの群集の低木林下部の
海岸部低地林にはアコウ、ガジュマル等の群集がある。中央地帯である奥岳地域の標高は６００～１,８００ｍ付近にはヤクスギが分布し、中腹部
ではイスノキ、ウラジロガシ、アカガシ、ヤマグルマ等の常緑広葉樹と混生し、尾根部ではモミ、ツガ等が混生し針葉樹林を形成している。

保存地区　　　（９,６００．５５ｈａ）・・・禁　伐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原則として人手を加えずに，自然の推移にゆだねる。
保全利用地区（５,５８４．８９ｈａ）・・・木材生産を目的とする森林施業は行わない。ただし、人工林については複層林施業等を行う。
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　将来的には天然林への移行を図る。
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管理方針書 希少 – ７４

名　　称 瀬
せぎれがわ

切川ヤクタネゴヨウ希少個体群保護林 管理（支）署 屋久島森林管理署

設定年月日 平成２６年３月５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧瀬切川ヤクタネゴヨウ植物群落
保護林）

面　　積
(ha)

６１．５４

鹿児島県　屋久島町　　平瀬国有林　１０　に、と、ほ、は、ろ、に２　林小班

　ヤクタネゴヨウは、屋久島と種子島のみ自生しており、絶滅危惧ⅠＢ類に指定されている。ヤクタネゴヨウの保護林については「種子島希少個
体群保護林」、「早稲田川ヤクタネゴヨウ希少個体群保護林」の2箇所を設定しているが、当保護林は他のヤクタネゴヨウ保護林より規模が大き
な個体群であることから、自生するヤクタネゴヨウを含む針広混交林を森林生態系として保護することを目的とする。

　瀬切川ヤクタネゴヨウ希少個体群保護林は、屋久島西部に位置し、屋久島森林生態系保護地域に隣接する箇所である。林況については、ヤ
クタネゴヨウのほかシイ・カシの二次林を主体とする森林である。なお、保護林区域から除外されているが、スギ・ヒノキの人工林が介在してい
る。
　保護林区域及び周辺には、大径木も含む５３６本のヤクタネゴヨウが自生しており非常に重要な植物群落である。

標高：１４０～４６０ｍ、　傾斜：急、　傾斜方位：南～南西、　地質：花崗岩、　土壌型：弱乾性褐色森林土（ＢＣ）、　林齢：３６～１７８年生

　極盛相にあるものは、原則として人手を加えずに自然の推移に委ねた保護及び管理を行う。
　なお、保護林区域から除外されている介在する人工林については、試験研究等により針広混交林を目指した施業を行うこととする。
　また、モニタリング調査、学術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、標識類の設置等、軽微な施設の設
置、その他法令等の規定に基づき行うべき行為はできるものとする。
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綾 生態

大森岳 群集
掃部岳 群集
国見山 希少

綾 生態

掃部岳 群集

大森岳 群集

国見山 希少

保護林遠景

保護林近景

スダジイの板根

保護林遠景

保護林近景

統合するべきか検討
綾森林生態系保護地域 大森岳生物群集保護林

緑の回廊
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保護林遠景

保護林近景

保護林近景

保護林近景

掃部岳生物群集保護林 国見山コウヤマキ等希少個体群保護林
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管理方針書 生態-２ （新）

名　　称 綾
あや

森林生態系保護地域 管理（支）署 宮崎森林管理署

設定年月日 平成２０年３月２５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

面　　積
(ha)

１，４８５．３０
保存地区　　　　：　８００．４５
保全利用地区　：   ６８４．８５

宮崎県　東諸県郡　綾町　　　中尾､竹野前坂国有林　２０４２　ほ2　林小班外
宮崎県　小林市   　　　　 　 　　　　　　　 柚園国有林    ２０４７　に　　林小班外　　　※別添一覧表のとおり

　西南日本の山地帯の代表的自然植生である照葉樹林は潜在的分布域は広く、古くから耕作地や薪炭林等として利用される地域も多いが、現
在は全国において小面積なものが点在するのが殆どであり、原生状態で残るものはわずか1.6％にすぎないとも言われる。九州森林管理局管
内国有林においては、比較的規模の大きな照葉樹林が何カ所か残されており、このうち宮崎県小林市及び東諸県郡綾町に存する照葉樹林一
帯が綾森林生態系保護地域として保護林に設定されている。
　
　本保護林は、綾北川、綾南川の上流に位置し、ほぼ全域が起伏量600m以上の大起伏山地で、標高の最も高い所で867m、低い所で100mで
あり、比高差は概ね700mである。本保護林は、比較的規模が大きく、また植生の垂直分布の変化が見られるなど極めて貴重な照葉樹林であ
る。斜面下部にはイチイガシ、ツブラジイ、ハナガガシ、タブノキ等が優占し、中腹部からはイスノキ、ウラジロガシ、アカガシなどが優占し、照葉樹
林構成種数は地域の気温との相関が示唆されており、本地域の照葉樹林構成種の高木種数は多く、25種～30種程度との報告もある。
　
　また、林内の植物種は着生植物、菌従属栄養植物、寄生植物を含め約850種が生育するとされる。さらに、本保護林の希少植物種は、環境省
レッドリスト（2017）掲載種で53種、宮崎県レッドリスト（2015）掲載種で82種が確認されており、豊かな照葉樹林が残された証左とされる。

　本地域における最近の生物相の基礎的調査によれば、動物相については、哺乳類で13科23種（うち環境省レッドリスト、宮崎県レッドリスト掲
載種が10種）、鳥類では32科66種（うち前記レッドリスト掲載種が24種）が確認されているほか、両生・爬虫類、昆虫類、陸産貝類等においても
希少種を含めた多様な生物が多数確認されている。平成28年度には綾町による動植物調査が行われ、新たに希少動植物が確認された。
　
　このように、綾の照葉樹林は日本を代表する照葉樹林地域であり、多様な森林生態系を有する地域として、自然環境の維持、動植物の保護、
遺伝資源の保存、学術研究などに活かし、良好な形で後世に引き継いでいくことが重要である。
　
　さらに、本保護林を含む綾の照葉樹林周辺の掃部岳生物群集保護林、大森岳生物群集保護林を核に連続性を確保するため、延長５㎞、面積
2,270haの「綾川上流緑の回廊」が設定されている。
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保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養・土砂流出防備・保健）、九州中央山地国定公園（特２・特３）

「綾川上流緑の回廊」の設定方針（平成１８年３月）
綾森林生態系保護地域計画（平成20年３月）
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い平成３０年４月１日再編（「てるは郷土の森（317.83ha）」を統
合し、地帯区分を見直し）

 　保護・管理及び利用については、基本的には保護林設定管理要領（平成27年9月28日付け27林国経第49号）に定められた森林生態系保護
地域の取扱方針並びに「綾森林生態系保護地域計画」に従う。また、平成23、28年度の保護林モニタリング調査の結果を踏まえて取り扱うこと
とする。

　本保護林を含めた周辺の国有林と一部民有林を含めた地域（周辺エリア）は、平成24年７月、核心地域682ha、緩衝地域8,982ha、移行地域
4,916haからなる総面積14,580haの「綾ユネスコエコパーク」に登録されている。
　
　また、一部地域（約10,000ha）については、九州森林管理局及び綾町、宮崎県、（公財）日本自然保護協会、（一社）てるはの森の会の５者か
らなる「綾川流域照葉樹林帯保護・復元計画（綾の照葉樹林プロジェクト=通称、綾プロ）」の推進協定が結ばれている。綾プロエリアの森林は取
扱別に4グループ、18エリアにゾーニングされ、林野庁等関係行政機関、地域関係者等が協議のもとで策定している同地域の保全管理計画があ
る。
　
　この中では、ニホンジカによる食害の影響、人工林の自然林への復元、森林環境学習への利用、持続的森林経営を行うこと、地球温暖化防
止、生物多様性保全、人と自然が共生する持続可能な地域作りに貢献することなど様々な課題や目的が設定され、今後100年をかける壮大な
理念を実現するため、各行動計画が実践されており、全国的にも先進的取組として注目されている。

　さらに、綾町では、既存の各取組と連携させ、地域住民自ら取り組んでいくための指針となる綾町生物多様性地域戦略が策定されている。
　
　本保護林は、基本的には林野庁で定めた保護林設定管理要領等により取り扱うものとするが、上記記載のように、既にユネスコエコパークの
枠組み、綾プロの対象地域に係る協定書や行動計画等が策定されており、これらの既往の取組との整合性を保ちながら進めていくことが肝要で
ある。今後の森林のモニタリング調査結果なども参酌し、保護林管理委員会の意見を聞きながら、必要に応じて修正を加えるなど保護・管理及
び利用について柔軟に対応していくこととする。

５年
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管理方針書 生物 – ７

名　　称 大森
おおもり

岳
だけ

生物群集保護林 管理（支）署 宮崎森林管理署

設定年月日 平成１８年３月２３日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養・保健）、九州中央山地国定公園（特２・特３）

「綾川上流緑の回廊」の設定方針（平成１８年３月）
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧大森岳植物群落保護林）

面　　積
(ha)

３７３．４４

宮崎県　東諸県郡　綾町　大字　北俣　　中尾国有林　２０９７　と　林小班外
宮崎県　小林市　　 須木　大字　下田　　袖園国有林　２０４９　と　林小班外

　大森岳周辺の森林は、日本の暖温帯の常緑広葉樹林であるヤブツバキクラスを大面積に残す地域で、降水量、気温との関係で空中及び土壌
中の湿度が高く、その結果他の森林では見られないほどフウラン、ナゴランなどの樹幹上の多様な着生植物や林床植生が生育するなど、暖温
帯モンスーンの照葉樹林として西日本の自然を代表する極めて重要な自然生態系を呈している。これらの学術的価値の高い照葉樹林群落の一
体的な維持を図り、併せて、地域の森林施業、森林管理技術の発展、学術研究等に資する。

　大森岳生物群集保護林は、宮崎県綾町と小林市が接する市町界に存在し、九州中央山地最南部の大森岳の山頂周辺一帯に位置している。
大森岳は、綾北川と綾南川に挟まれる格好で北西から南東方向に伸びる山塊である。林相は、海抜６５０ｍ以上の稜線にかけてアカガシ、ウラ
ジロガシ、イスノキ、スダジイなどの照葉樹が優占する中にツガやモミなどの常緑針葉樹が混生するコガクウツギ－モミ群集が成立し、皆伐６５０
ｍから４５０ｍ付近にかけてはイスノキ、アカガシ、ウラジロガシ、タブノキなどが優占するイスノキ－ウラジロガシ群集が見られる。皆伐４５０ｍm
から谷部水面近くにかけての部分にはイチイガシ、タブノキ、ルリミノキなどが優占するルリミノキ－イチイガシ群集が見られるが、この地域の 急
崖地のような土壌の浅い部分には皆伐上部のイスノキ－ウラジロガシ群集やコガクウツギ－モミ群集が成立している。ルリミノキ－イチイガシ群
集の出現種数は、４５～９０種と種の多様性に富んでいる。この群集は、シイ林域とカシ林域との移行域にあってシイ林と比較して空中湿度が高
く、シイ林域やカシ林域の林分と比較して林内樹幹上の着生植物が大変豊かである。着生植物は、フウラン、ナゴラン、キバナセッコクなどのラン
科植物で、その他ガンセキラン、ホシケイラン、キエビネ、エビネ、ナツエビネ、カンラン、ナギランなどが分布している。

標高：２００～１,１０９ｍ、 傾斜：急、 地質：中生層頁岩、 土壌型：ＢＣ、 林齢：６０～１７０年生、気候帯：太平洋岸気候区－九州山地型

　原則として人手を加えず自然の推移に委ねる。
　なお、モニタリング、学術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定
に基づく行為はできるものとする。
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管理方針書　生物-６ （新）

名　　称 掃部
かもんだけ

岳生物群集保護林 管理（支）署 西都児湯森林管理署・宮崎森林管理署

保存地区　６２６．８３　　　　西都児湯署　４４３．９１
設定年月日 平成１８年３月２３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　崎　署　　１８２．９２
変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

面　　積
(ha)

宮崎県　東諸県郡　国富町　大字　深年　　茶臼嶽国有林　２１６３　は　林小班外
宮崎県　西都市　　 大字　寒川　　　　　　　 前ノ谷国有林　１０２　林小班外
宮崎県　児湯郡　西米良村　大字　横野　　横野国有林　　１３４　林小班外　　　　　　　※別添一覧表のとおり

　本保護林は、宮崎県西都市、国富町、西米良村が接する市町村界に存在し、九州中央山地南部の掃部岳（1,223m）周辺に位置する。掃部岳周辺か
らは、北東に前川、南に深年川、西に綾北川が太平洋へ流下する。
　
　林相は、上部はモミを中心とした中に冷温帯落葉広葉樹林を代表するブナの実質的南限域としてのシラキ－ブナ群集、下部に向かって常緑針葉樹の
ツガ、モミ、常緑広葉樹のアカガシ、夏緑広葉樹林のブナ、コハウチワカエデなどが混成するアケボノツツジ－ツガ群集、アカガシが優占しハイノキ、シ
キミ、ヤブツバキ、ミヤマシキミなどが混成するミヤマシキミ－アカガシ群集、モミ、ツガが優占しアカガシ、ウラジロガシが混成するコガクウツギ－モミ群
集、ツクバネガシ、ウラジロガシ、ホソバタブ、ハイノキ、イスノキなどを区分種とするイスノキ－ウラジロ群集、最下部をイチイガシ、ツブラジイを優占種と
しルリミノキ、カンザブロウノキ、シロバイなどを区分種とするルリミノキ－イチイガシ群集など、温帯域から暖温帯域までの垂直分布を示す。
　
　掃部岳山塊の森林自然植生の特徴は、日本の冷温帯の落葉広葉樹林であるブナ林の実質的南限植生が、暖温帯の常緑樹林であるヤブツバキクラ
スの森林海の中にかろうじて生き残っている点である。日本の自然植生を代表する三大森林植生帯（ヤブツバキクラス、ブナクラス、コケモモ－トウヒク
ラス）の境界に成立する極めてデリケートで特異な植生域として、その学術的価値は大変高い。
　
　ブナが生育する掃部岳山頂付近のシラキーブナ群集、尾根や岩角地にはアケボノツツジ―ツガ群集、標高800m以高の雲霧帯におけるミヤマシキ
ミーアカガシ群集及びそれに着生するコケ類、シダ類が見られるほか、カモシカ、イヌワシ生育の南限になっているなど西日本の自然を代表する極めて
重要な自然生態系である。

　平成30年度の調査では、哺乳類はノウサギ、イノシシ、ニホンジカの３科３種、両生類はニホンヒキガエル、タゴガエル等３科３種が、鳥類ではアオゲ
ラ、オオアカゲラ、ミソサザイ、トラツグミ等10科13種が確認された。
　
　旧掃部岳林木遺伝資源保存林の保存対象樹種は、モミ、アカマツ、シラカシであったが、これらの学術的価値の高い多様な自然生態系の一体的な
維持を図り、併せて森林施業、森林管理技術の発展、学術研究等に資する。

　標高：８００～１,２２３ｍ、傾斜：急、地質：中生層頁岩、土壌型：BC・ＢＤ（ｄ）、林齢：７０～１６０年生、気候帯：太平洋岸気候区－九州山地型
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保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

旧掃部岳林木遺伝資源保存林（一部）　平成２年３月３１日
旧掃部岳学術参考保護林　昭和５０年３月３１日
「綾川上流緑の回廊」の設定方針（平成１８年３月）
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧掃部岳植物群落保護林）

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領(平成27年９月28日付け 27林国経第49号)に定められた生物群集保
護林の取扱い方針に従う。また、平成22、30年度の保護林モニタリング調査の結果を踏まえて取り扱うこととする。
　
　本保護林は、シカ被害が甚大な地域であり、平成22年度から平成30年度にかけて、シカ被害程度は、総体的に進行している。平成30年度調査で
は、全８プロット中４プロットがレベル４の森林が破壊された段階、他がレベル３の森林の内部構造が破壊された段階となり、危機的な状況にある。
　
　樹木の生育状況については、1プロットを除き、立木は順調に生育しており、林内環境は安定していると考えられる。一方、自動撮影カメラにより、シカ
が本保護林に多く生息していることが示唆され、草本類の著しい低下及び忌避植物の増加が認められており、餌資源の減少によりニホンカモシカが、
本保護林で生息できなくなっている可能性が考えられる。
　
　今後も引き続きモニタリング調査を継続し、森林の植生構造の回復、既存植生保護柵の定期点検及び増設、早急なシカ個体数管理の実施、保護対
象種ブナ等の単木的防護による天然更新の促進、土壌流亡対策、併せて、シカ食害の影響を受けている可能性のあるニホンカモシカの生息基盤の確
保を図るため必要な対策を講じることとする。

５年（シカ被害を考慮し、巡視等を通じて状況を確認しつつ、場合によって３年以下とすることも検討する。）

保安林（水源涵養）、（県設）掃部岳北部自然環境保全地域（特別）、鳥獣保護区（特別保護・普通）

- 25 -



管理方針書　希少-５０ （新）

名　　称 国見
くにみやま

山コウヤマキ等希少個体群保護林 管理（支）署 西都児湯森林管理署

設定年月日 平成２４年３月２３日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧国見山植物群落保護林）

面　　積
(ha)

７．６１

宮崎県　西都市　　吹山国有林　１７　か、１９　る　林小班

　本保護林は、宮崎県の中央、西都市と西米良村の境界付近に位置する国見山の山頂北東側にあり、モミ、ツガ、ハイノキ、シキミ、ミヤマシキ
ミ、アカガシ、ヒメシャラによって標徴区分される「コガクウツギ－モミ群集」が発達し、ツガ、コウヤマキ、アカガシ等が優占する暖温帯性針葉樹林
となっている。山頂付近は雲霧林的であり、シノブ・セッコク等の着生植物も生育している。尾根、急傾斜地にはツガ、コウヤマキ、ヒメコマツ等針
葉樹が、緩傾斜地にはアカガシ、ウラジロガシ等常緑広葉樹が生育する。また、九州では宮崎県だけに生育するコウヤマキ、ズイナ、ウワバミソ
ウ等襲速紀要素の植物が生育し、コウヤマキは生育南限に近いとされる。　生育南限に近いコウヤマキのほか、ツガ・アカガシ等が生育する林
分を保護するとともに、学術研究等に資する。

　さらに、国見山周辺は、｢国見山山系南東稜斜面のモミ・ツガ林」として特定植物群落にも指定されているほか、キバナノツキホトトギス等固有
種も多く、ミツバツツジ類やコゴメカラマツなどこの山地で種分化したと考えられる種も多いとされ、極めて稀な植物群落として九州でも貴重な地
域である。平成26年度調査時には、34科54種の維管束植物が確認されている。動物相では、ノウサギ、アカネズミ、タヌキ、イノシシ、ニホンジカ
等のほか、ムササビ、ニホンカモシカの生息が確認されている。

　標高：７６０～１,０３６ｍ、傾斜：３２°～４７°、傾斜方位：北西～東、地質：凝結堆積物（砂岩）、土壌型：褐色森林土（ＢＡ・ＢＣ・ＢＤ（ｄ）型）、林
齢：２００年以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領(平成27年９月28日付け 27林国経第49号)に定められた希少個
体群保護林の取扱い方針に従う。また、平成26、30年度の保護林モニタリング調査結果を踏まえて取り扱うこととする。

　本保護林は、平成26年度調査時から、平成30年度調査時にかけてシカ被害が継続しており、下層植生は植被率が極めて低く、貧弱で見通し
が良く、森林の内部構造が破壊された段階のレベル３となっている。シカ被害は進行しつつあり、レベル４まで達する可能性がある。平成26年度
調査時には、ツガ、コウヤマキ等稚幼樹が確認されているが、平成30年度調査では後継個体の稚幼樹が確認されておらず、林冠のうっぺいとと
もにシカ害の影響が懸念される。

　今後は、モニタリング調査を継続しつつ、下層植生回復のため、シカの個体数管理と植生保護柵の設置・拡充、後継樹育成のための天然更新
の促進等必要な対策を講じていくこととする。

５年
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モミ

稲尾岳 生態
神 野 希少

山 添 希少
高 野 希少
洞河原 希少

山添 希少

神野 希少

高野 希少

保護林内部

保護林内部

保護林遠景

保護林遠景

イスノキ

統合するべきか検討
稲尾岳森林生態系保護地域 神野イスノキ等遺伝資源希少個体群保護林

洞河原 希少

稲生岳 生態

緑の回廊
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保護林遠景

保護林近景

タブノキ

保護林遠景

保護林近景

保護林遠景

保護林近景

山添タブノキ等遺伝資源希少個体群保護林 高野スタジイ等希少個体群保護林 洞河原タブノキ等希少個体群保護林
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管理方針書 生態 – ４

名　　称 稲尾
いなおだけしゅうへん

岳周辺森林生態系保護地域 管理（支）署 大隅森林管理署

設定年月日 平成６年４月１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域

（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

 旧内之浦  山添８５ほ外 　 　 ３０７.６１
 旧大根占  内之牧５１と外　  ７３７.８７　　　　稲尾岳学参
　　　　　            計           　１,０４５.４８

稲尾岳周辺森林生態系保護地域計画（平成６年３月）
「大隅半島緑の回廊」の設定方針（平成１３年３月）
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９
号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧稲尾岳周辺森林生態系保護地域）

特 徴
植物・・・ シイを中心とする暖温帯常緑広葉樹林帯に属し、
　　　　　山頂には一 部モミ、ツガが混生
動物・・・ニホンジカ等の哺乳類、キリシマミドリシジミ、クチドリ
　　　　　アツバコガネ、ムツボシシロカミキリ等の昆虫類

保安林（水源涵養・土砂流出防備・魚付）、稲生岳自然環境保全地域（特別）、史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区（普通）

鹿児島県肝属郡         肝付町           山添　 国有林　１０８５　ほ　林小班外
　　　　　　　　　　　　　　 錦江町           内之牧国有林　３０５１　と　林小班外
                           　    南大隅町        洞河原国有林　３１２０　に　林小班外

面　　積
(ha)

１，０４５．４８

保存地区　　　　：　４５６．９１
保全利用地区　：  ５８８．５７

　原生的な天然林（スダジイ・イスノキ・モミ・アカガシ等）を保存することにより、自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、
学術研究などに役立てるとともに、これらの森林を後世に引き継ぐことにする。

　稲尾岳周辺森林生態系保護地域は、九州本土最南端の大隅半島、鹿児島県肝属郡肝付町・錦江町・南大隅町に位置しており、地形は、大隅
半島の中央部を東から南走する国見岳（標高８８７ｍ）甫与志岳（標高９６８ｍ）、荒西岳（標高８３４ｍ）、六朗館岳（標高７５４ｍ）、四坂岳（標高７
４５ｍ）を結ぶ脊梁山地の最南部にあって、東側は急斜面で太平洋に面し、西側は比較的緩傾斜で広がりがある。当地域の中心は稲尾岳（標
高９３０ｍ）で、林相は、標高８００ｍ以上にはモミ、標高７５０ｍ以上にはアカガシ、標高６００～７００ｍにはイスノキが群落があり、原生的な天然
林となっている。また、当地域には「タカクマミツバツツジ・シロモジ」等稲尾岳を南限とする植物、一方稲尾岳を北限とする「オオコマユミ、ムッ
チャガラ」の南方系の植物がみられる。保存地区では、狩猟、魚釣り、山菜の採取、キャンプ等はしないように入林者へ協力要請をしている。

保存地区　　　　･･･  禁伐
　　　　　　　　　　　　  原則として人手を加えずに、自然の推移にゆだねる。
保全利用地区  ･･･　木材生産を目的とする森林施業は行わない。ただし、人工林については複層林施業等を行い将来は
　　　　　　　　　　　　　天然林へ移行を図るよう取 り扱う。

５年
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管理方針書 希少 – ６８

名　　称 神野
かみの

イスノキ遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 大隅森林管理署

設定年月日 昭和６３年３月３１日

変更年月日
平成２０年３月３１日
平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

旧名称「神野学参」　面積13.48ha 　設定 昭和  48.3.31
「大隅半島緑の回廊」の設定方針（平成１３年３月）
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧神野林木遺伝資源保存林）

面　　積
(ha)

５０．８８　　平成１９年度３７．４０ｈａ拡張

鹿児島県　鹿屋市　吾平町　　神野国有林　１９　ほ　林小班　　は、に、に１　林小班

イスノキの保存

　神野イスノキ遺伝資源希少個体群保護林は、鹿屋市の八山岳（標高９４０ｍ）北西に位置し、周囲を国有林に囲まれており、標高
６５０ｍ～８４０ｍの北向斜面にある。林相は、主にイスノキ（本数７０％・材積５０％）から成る林齢１５０年以上の天然林で、他にモミ、カシ類、シ
イ類等もある。本保護林は、平成13年4月1日設定の大隅半島緑の回廊が連結する稲尾岳周辺森林生態系保護地域や山添林木遺伝資源保存
林との一翼となっている。

標高：７００ｍ、　傾斜：急、　地質：花崗岩、　土壌型：ＢＣ、　林齢：１５０年生以上

禁　伐
　更新は、天然更新によることとする。
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管理方針書 希少 – ６９

名　　称 山添
やまぞえ

タブノキ等遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 大隅森林管理署

設定年月日 昭和６３年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（魚付）、大隅南部県立自然公園（特２）

「大隅半島緑の回廊」の設定方針（平成１３年３月）
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧山添林木遺伝資源保存林）

面　　積
(ha)

６９．１１

鹿児島県　肝属郡　肝付町　山添国有林　１０８１　ふ１、こ　林小班

　タブノキ、イスノキ、マテバシイ、スダジイの保存

　山添タブノキ等遺伝資源希少個体群保護林は、鹿児島県大隅半島の肝属山系東南部に位置し、太平洋を望む斜面にあり急傾斜地となってお
り、周囲は国有林に囲まれている。林相は、天然生の常緑広葉樹林で、タブノキ、イスノキ、マテバシイ、スダジイ等で、樹齢は１５５年生以上と
なっている。隣接する道路網もないので地域住民等の散策等の利用も殆どない。この保護林は、平成１３年４月１日設定の大隅半島緑の回廊
が連結する稲尾岳周辺森林生態系保護地域や神野林木遺伝資源保存林との一翼となっている。

標高：１００ｍ　　　傾斜：急　　　地質：花崗岩　　　土壌型：ＢＤ（ｄ）、　　林齢：１５５年生以上

　伐採は、保存対象種の存続うに支障がない限り、原則として枯損木及び被害木の除去を中心とした弱度の択伐とする。更新は、原則として天
然更新とする。必要に応じて地表処理、伐出し等の更新補助作業を行う。
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管理方針書 希少 – ７１

名　　称 高野
たかの

スダジイ等希少個体群保護林 管理（支）署 大隅森林管理署

設定年月日 平成２７年３月２日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（土砂流出防備）、砂防指定地

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧高野植物群落保護林）

面　　積
(ha)

３３．９２

鹿児島県　肝属郡　肝付町　　高野国有林　４２　ち、ち１、り、ぬ　林小班

　スダジイ、タブノキ、イスノキ等の巨木が生育する自然性の高い群集の保護を図ると共に、学術研究等に資する。

　高野スダジイ等希少個体群保護林は、大隅半島南端の稲尾岳と甫与志岳に挟まれた肝付町内高山川右岸側斜面にあり、スダジイ、タブノキ、
イスノキ等の巨木が生育するイスノキ－ウラジロガシ群集が成立している。群集内には地理的な特徴を反映し、九州南部を北限とする南方系の
種も生育しており、自然性の高い希少な植物群落である。

標高：２００～４７０ｍ、　傾斜：２３°～３０°、　傾斜方位：北西～南、　地質：深成岩（花崗岩質岩石）、　火山性岩石（ローム）、
土壌型：褐色森林土（（ＢＡ・ＢＣ・ＢＤ・ＢＤ（ｄ）型）、　　林齢：１５０年生以上

　極盛相にあるものは、原則として人手を加えずに自然の推移に委ねる。遷移の途中相にあるものは、その現状の維持に必要な森林施業は行
うことができるものとするが、クマタカの営巣が確認されていることから１１月から７月の時期について、大規模な森林作業等を行わない等の配
慮が必要である。
　なお、モニタリング調査、学術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、標識類の設置等、軽微な施設の設
置、その他法令等の規定に基づき行うべき行為はできるものとする。
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管理方針書 希少 – ７０

名　　称 洞
どう

河原
がわら

タブノキ等希少個体群保護林 管理（支）署 大隅森林管理署

設定年月日 平成２５年３月１５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧洞河原植物群落保護林）

面　　積
(ha)

２０．８２

鹿児島県　肝属郡　南大隅町　　洞河原国有林　３１１６　に、ほ、か、お、の　林小班

　タブノキの大径木等が生育し、ヘツカランやオオタニワタリ等の希少な着床植物を保護するとともに、学術研究等に資する。

　洞河原タブノキ等希少個体群保護林は、タブノキの大径木が占有し、ヘツカラン・ナゴラン・オオタニワタリ等の南方系の着床植物が多く生育す
る自然性の高いムサシアブミ－タブノキ群集となっており、この群集においては全国的に残存林分は少なく、希少な植物群落である。
　また、保護林区域で生育が確認されたヘツカランは分布が大隅半島周辺に限られており、絶滅が危惧されている植物である。保護林区域にお
いては、タブノキ等の立木や倒木において、非常に高い密度で生育しており、ヘツカランの自生地として非常に重要な植物群落である。

標高：１４０～４６０ｍ、　傾斜：２０°～３５°、　傾斜方位：西～南～東、　地質：深成岩（花崗岩質岩石）、
土壌型：褐色森林土（ＢＣ・ＢＤ・ＢＤ（ｄ）・ＢｌＣ、ＢｌＤ型）、　　林齢：１５０年

　極盛相にあるものは、原則として人手を加えずに自然の推移に委ねる。遷移の途中相にあるものは、その現状の維持に必要な森林施業は行
うことができるものとする。
　なお、モニタリング調査、学術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、標識類の設置等、軽微な施設の設
置、その他法令等の規定に基づき行うべき行為はできるものとする。
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小石原 希少
行者ス 希少

行者ス 希少

小石原 希少

保護林遠景

保護林近景

大王スギ

保護林遠景

保護林近景

保護林近景

統合するべきか検討 小石原スギ遺伝資源希少個体群保護林 行者スギ希少個体群保護林
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名　　称 小石原
こいしはら

スギ遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 福岡森林管理署

設定年月日 昭和６３年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項 旧名称「行者スギ学術参考保護林」　　昭和２５年３月３１日設定

面　　積
(ha)

４．６８

福岡県　朝倉郡　東峰村　　　宿平国有林　２００８　に、に１、へ　林小班

　本保護林は、福岡県東峰村小石原に位置し、焼き物の郷として知られる皿山地区には５０軒の小石原焼の窯元が点在している。国有林内に
は、古くから行者堂があり、その周辺に所在する一群の老齢スギを通称「行者スギ」と称している。行者スギは、老齢なもの樹齢約５００年、現存
林分の大部分を構成するもの樹齢約２００～３００年と推察されている。修験者達が豊前国との境界であるこの地で禊（みそぎ）を行った時に、信
仰上の理由から行者堂付近に奉納植栽したものと伝えられる。スギの中には平成１２年４月「森の巨人たち百選」に選ばれた「大王スギ（行者の
父）」がある。近傍には「行者スギ希少個体群保護林」があり、その保全保護が図られている。スギ（行者スギ）の個体群の持続性を向上させる
こと、併せて森林施業、管理技術の発展、学術研究等に資することを目的とする。
　標高：４８０ｍ、　　傾斜：緩、　　地質：安山岩、　土壌型：ＢＤ（ｄ）、　林齢：に１小班　８年生以上、に、へ１小班　３６０年生以上
　　H30.4.1再編：　旧保護林名称「小石原林木遺伝資源保存林」　　所在区域：上記林小班と同様

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領（平成27年9月28日付け２７林国経第49号）に定められた希少
個体群保護林の取扱い方針に従う。
　これに加え、本保護林については、これまでの保護林モニタリング調査結果を踏まえて取り扱うこととする。
　平成１９，２４，２９年度の調査によれば、毎木調査では直近５年間に、現状維持又は確認本数、材積増加が見られ、保護林の要件を満たして
いるが、シカ被害レベルは２～３となっている。新たな被害木は殆ど見られないが、被害対策が必要なレベルである。草本層の植被率は減少し
忌避植物の増加等といった植生や階層構造の変化が懸念される。保護対象種スギ個体群への被害は及んでいないが、林床植生保護及び乾
燥化を防ぐため、植生保護柵の設置やシカ個体数の管理等の対策を検討する。また、同様の起源である隣接保護林「行者スギ希少個体群保護
林」とともに、成長量把握等により老齢スギ林の群落としての保護管理対策及び両保護林の統合を検討する。

５年

管理方針書 希少 – ４
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名　　称 行者
ぎょうじゃ

スギ希少個体群保護林 管理（支）署 福岡森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養）

旧名称「行者スギ学術参考保護林」　　昭和２５年３月３１日設定

面　　積
(ha)

６．２２

福岡県　朝倉郡　東峰村　　花園国有林　２００７　つ　林小班
　　　　　　　　　　　　　　　　　 山塚国有林　２００７　の　林小班

　本保護林は、福岡県東峰村で国道２１１号線の近くに位置し、当箇所は２団地からなり小石原盆地の丘陵上にある。地形は緩傾斜又は平坦地
であって、土壌は埴質の安山岩、風化土壌を主とし、深く、殊に腐植質を混ずる表層土は普通林地に比べて著しく深い。また、林齢１７０年以上
のスギ林であって、ヘクタール当たり１，０００㎥程度の蓄積を有する優良林分である。また、近傍には同様の起源と思われる「小石原スギ（行者
スギ）遺伝資源希少個体群保護林」があり、ともに保全保護が図られている。「行者スギ」老齢林の個体群の持続性を向上させることを目的とし、
併せて森林施業、管理技術の発展、学術研究等に資する。
　標高：４８０ｍ、　傾斜：中、　地質：安山岩類、　土壌型：BD（ｄ）、　林齢：１７０～２００年生以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領（平成27年9月28日付け２７林国経第49号）に定められた希少
個体群保護林の取扱い方針に従う。
　これに加え、本保護林については、これまでの保護林モニタリング調査結果を踏まえて取り扱うこととする。
　平成１９、２４、２９年度の調査によれば、林内の一部においてはH29年7月の九州北部豪雨の影響により表土や下層植生が流失した箇所があ
るが、毎木調査の結果、本数、材積に変化は見られず、林内環境は安定しているため、保護林要件は満たされている。シカ被害レベルは３に達
しているが、新たなシカ被害は見られない。同様の起源である隣接保護林「小石原スギ遺伝資源希少個体群保護林」とともに、巡視、土留め
工、植生保護柵を設置、個体数管理等の対策を検討する。
　また、成長量把握等により老齢スギ林の群落としての保護管理対策及び近傍にあって類似する両保護林の統合を検討する。

九州北部豪雨の影響があったものの、現状維持、林内環境は安定との結果であり、モニタリング実施間隔基準に照らし、５年とする。

管理方針書 希少 – ５
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対馬白嶽 希少
豆酘内 希少
豆酘龍 希少

統合するべきか検討

豆酘龍 希少

豆酘内 希少

対馬白嶽 希少

保護林遠景

保護林近景

対馬白嶽アカガシ等希少個体群保護林
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保護林遠景（龍良山山頂から北西方面）

保護林近景

スダジイ

保護林遠景

保護林近景

豆酘内院龍良山神崎スダジイ等
希少個体群保護林

豆酘龍良山スダジイ等遺伝資源
希少個体群保護林

保護林近景
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管理方針書　希少-１８ （新）

名　　称 豆酘内院龍良山神崎
つつないいんたつらやまかんざき

スダジイ等希少個体群保護林 管理（支）署 長崎森林管理署

設定年月日 平成２２年３月２５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（魚付・航行目標）、壱岐対馬国定公園（特２）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧豆酘内院龍良山神崎植物群落
保護林）

面　　積
(ha)

９８．９３

長崎県　対馬市　厳原町　　豆酘内院龍良山国有林　３３３　い、ろ、は、に　 林小班

　本保護林は、対馬市、対馬下島の最南端に位置する神崎半島と半島の付け根の松無山（標高250m）の南側斜面に位置している。林相は、ほ
ぼ全域にわたりスダジイ、イスノキ等からなる自然性の高い暖地性照葉樹林が広がり、また、半島の主に鞍部には長崎県では島嶼のみに生育
する自然性、希少性の高いナタオレノキ群落となっている。

　神崎半島に位置する本保護林は、平成21年度に保護林設定され、類似する２つの照葉樹林の保護林が隣接して存在することとなった。スダジ
イ、イスノキ、ナタオレノキ、その他広葉樹の天然林の保護を図るとともに、森林施業・管理技術の発展、学術研究等に資する。

　標高：１００ｍ、　傾斜：急、　地質：花崗岩・石英斑岩、　土壌型：BＣ、　林齢：５８～１１５年生以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領(平成27年９月28日付け 27林国経第49号)に定められた希少個
体群保護林の取扱い方針に従う。また、平成25、30年度の保護林モニタリング調査を踏まえて、取り扱うこととする。
　
　調査プロットは４プロットあり、平成25年度はシカ被害レベルが１-２だったものから、平成30年度にはレベルが３-４となり、森林の内部構造の
破壊または森林が破壊された段階にまでシカ被害レベルが急速に上がっている。樹木の生育状況調査においては、確認本数に変化はないも
のの、下層植生の植被率は、全プロットで減少し、出現種数も半減した。林内見通しがよく、種の多様性が低下し、森林更新への影響が懸念さ
れる。植生回復、森林の更新促進などの緊急のシカ対策進める必要がある段階である。

　今後は、集中したシカ捕獲による早急な個体数管理を進めつつ、植生保護柵の設置、拡充を図ること、天然更新の促進等総合的に対策を検
討し、可能なものから実施することとする。
　
　なお、今後、近傍にあって林相が類似する豆酘龍良山スダジイ等遺伝資源希少個体群保護林、及び対馬白嶽アカガシ等希少個体群保護林
の２つの保護林を含めて生物群集保護林として統合を検討する。

５年
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管理方針書　希少-１７ （新）

名　　称 豆酘
つつたつらやま

龍良山スダジイ等遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 長崎森林管理署

設定年月日 平成元年３月３１日

変更年月日
平成２２年３月２５日
平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（干害防備・保健・風致）、壱岐対馬国定公園（特保・特２・特３）、史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区（特別保護・普通）

平成２１年度１９．５２ｈａ（330れ、そ、そ１林小班）拡張
「保護林制度の改正について」（平成27年９月28日付け27林国経第49号）に伴い、平成30年４月１日再編（旧豆酘龍良山林木遺伝資源保存林）

面　　積
(ha)

１１６．９３　　

長崎県　対馬市　厳原町　　豆酘龍良山国有林　３２３ い、ろ、は、３２４ か、３３０ る、た、れ、そ、そ１　林小班

　豆酘龍良山スダジイ等遺伝資源希少個体群保護林は、対馬下島の南西部、龍良山の北西斜面に設置されており、全域が連続した照葉樹林
となっている。植生は海抜350m付近を境に、下方をスダジイーイスノキ林、上方をアカガシ林が成立する。林内には胸高直径１m以上のスダジイ
を始め、イスノキ、アカガシ、イヌマキ等、天然林に近い照葉樹林は最大級の規模といわれている。

　主峰・龍良山（558m）は、霊山として島民に崇められている。史跡名勝天然記念物、壱岐対馬国定公園に指定され、年間を通じ登山客も多く見
受けられる。また、麓には厳原町が整備した「鮎もどし自然公園」があり、公園から保護林を一望できる展望台、キャンプ場等があり、多くの観光
客が訪れている。

　標高：１００～５００ｍ　　　傾斜：中～急　　　地質：古３砂岩　　　土壌型：ＢＤ（ｄ）　　　　林齢：９０～１９０年生以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領(平成27年９月28日付け 27林国経第49号)に定められた希少個
体群保護林の取扱い方針に従う。また、平成20、25、30年度の保護林モニタリング調査を踏まえて、取り扱うこととする。
　
　また、本保護林は従前からシカ被害が発生しており、平成25年度から平成30年度にかけて、シカ被害レベルは２から３へと上昇し、平成30年
度調査においては、草本層、下層植生の衰退が認められアオキ等の嗜好植物が欠落し、忌避植物が増加した。林床の種多様性は失われつつ
あり、林内見通しも良い状態となっている。後継個体は一部確認はされたものの、このままシカ被害が進行すれば、将来の天然林の更新が懸念
されるなど、早急に対策を進める必要がある段階である。
　
　今後は、集中したシカ捕獲による個体数管理を進めつつ、植生保護柵の設置、拡充を図ること、天然更新の促進等総合的に対策を検討し、可
能なものから実施することとする。なお、本保護林は、林木の特異性等から多くの研究機関が研究を行っているため、今後研究機関との連携も
視野に検討する。
　
　なお、今後、近傍にあって林相が類似する豆酘内院龍良山神崎スダジイ等希少個体群保護林、対馬白嶽アカガシ等希少個体群保護林の２つ
の保護林を生物群集保護林として統合を検討する。

５年
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管理方針書　希少-２０ （新）

名　　称 対馬
つしましらたけ

白嶽アカガシ等希少個体群保護林 管理（支）署 長崎森林管理署

設定年月日 平成２２年３月２５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養・干害防備・保健）、壱岐対馬国定公園（特保・特２・特３）、史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区（普通）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧対馬白嶽植物群落保護林）

面　　積
(ha)

１９７．９５

長崎県　対馬市　美津島町　　阿連白岳国有林　３３７ り、り１、ぬ、る、れ１　林小班
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　 加志白岳国有林　３３８ い、ろ、は、に、ほ、イ　林小班
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　 洲藻白岳国有林　３３９ い、ろ、は　林小班

　本保護林は、対馬市のほぼ中央部、対馬下島の北部に位置し、白嶽（519m）を中心に北東、南西方向に稜線が続く山塊にある。林相は、山頂
部にチョウセンヤマツツジ、イワシデ群落、山腹に本土では高標高部でしか見られないアカガシ群落が成立し、モミ、ウラジロガシ等大径材も認め
られ、大部分が照葉樹林からなる老齢天然林であり、原生林の様相を示している。また、固有種のシマトウヒレン、ツシマギボウシや大陸系の植
物のチョウセンヤマツツジ、ゲンカイツツジ、チョウセンノギク、日本系の植物であるモミ、ヒメコマツ、ソヨゴ等が見られ植物地理学的に特異性が
高い。

　本保護林はアカガシ、ウラジロガシ、その他広葉樹の天然林の中に大陸系の植物や固有種が生育しており、これら植生の保護を図るとともに、
森林施業・管理技術の発展、学術研究等に資することを目的とする。

　　標高：４００ｍ　　　傾斜：急　　　地質：花崗岩、石英班岩　　　土壌型：ＢＣ　　　林齢：２２～１５０年生以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領(平成27年９月28日付け 27林国経第49号)に定められた希少個
体群保護林の取扱い方針に従う。また、平成25、30年度の保護林モニタリング調査を踏まえて、取り扱うこととする。
　
　モニタリングプロットは、既に平成25年度から全４プロットでシカ被害がみられ、タブノキへの樹皮剥ぎや、草本層の衰退が指摘されていた。平
成25年度はシカ被害レベルが１-２だったものから、平成30年度にはレベルが２-４となり、森林の内部構造に変化が生じている段階から森林が
破壊された段階にあるなど、シカ被害レベルが急速に上がりつつあり、４プロットの内２プロットは危機的な状況にある。これは、他の近傍の２つ
の保護林と同様の傾向である。即ち、全プロットでの低木植被率の減少、忌避植物への偏りや減少など草本層等下層植生の衰退が顕著であ
る。植生回復、森林の更新促進などの対策を早急に進める必要がある段階である。

　今後は、モニタリング調査を継続するとともに、集中したシカ捕獲による早急な個体数管理を進め、固有種、希少種の保護や下層植生の回復を
図るため、植生保護柵を設置、拡充し、天然更新の促進等総合的に対策を検討し、可能なものから実施することとする。
　
　なお、今後、近傍にあって林相が類似する豆酘龍良山スダジイ等遺伝資源希少個体群保護林、及び豆酘内院スダジイ等希少個体群保護林
の２つの保護林を含めて生物群集保護林として統合を検討する。

５年
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中央山 群集
崩川内 希少
内大モ 希少
内大ゴ 希少

九州中央山地 群集

内大臣モ 希少内大臣ゴ 希少

崩川内 希少

保護林遠景

九州中央山地生物群集保護林

保護林近景

統合するべきか検討

雁俣山モミ
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保護林遠景

内大臣モミ等希少個体群保護林

保護林近景

保護林近景

シシンランの着生状況

保護林遠景

保護林近景

ゴイシツバメシジミ

内大臣ゴイシツバメシジミ希少個体群保護林 崩川内モミ等希少個体群保護林

保護林近景

保護林遠景

保護林近景

内大臣モ 希少

内大臣ゴ 希少
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管理方針書　希少-３４ （新）

名　　称 崩
くず

川内
こうち

モミ等希少個体群保護林 管理（支）署 熊本南部森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養）、九州中央山地国定公園（特３）、鳥獣保護区（普通）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧崩川内植物群落保護林）

面　　積
(ha)

１３５．９０

熊本県　球磨郡　水上村　　崩川内国有林　２０３５　い、ろ　林小班

　本保護林は、熊本県球磨郡水上村北部に位置し、水上村、八代市泉町、五木村の三方界で、高塚山（1,508m）の北部に位置し、銚子笹
（1,489m)、山犬切（1,562m）等が連なる九州中央山地国定公園を含む一角にある。地形は殆どが急傾斜地である。

　中腹から上部にかけて、モミ、ツガ、カシ、ブナ等の針広混交の天然林となっている。中腹から下流域にあるスギ、ヒノキの人工林とともに、球
磨川の源流域ともなっている。標高は1,000m～1,400mに位置する。モミ、ツガ、その他広葉樹等老齢の針広混交林の植物群落を保存し、併せ
て森林施業・管理技術の発展・学術研究に資する。
　
　標高：１,０００ｍ、　傾斜：急、　地質：頁岩、　土壌型：BC・BD(ｄ）、　林齢：１６０年生以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領(平成27年９月28日付け 27林国経第49号)に定められた希少個
体群保護林の取扱い方針に従う。また、平成22、27、30年度の保護林モニタリング調査を踏まえて、取り扱うこととする。

　本保護林の過年度モニタリング調査結果から、全４プロットにおいてシカ被害は、平成22年度はレベル２だったものから平成30年度にはレベル
４となり植生被害が徐々に進行し、森林が破壊された段階にまで達していることが分かった。

　また、平成22年度時点では、後継個体は比較的多く確認され、平成30年度にはヒメシャラ、アオダモ、ミズメなどの記載があった。一方、下層植
生は減少傾向にあり、イワヒメワラビやバイケイソウなど忌避植物への構成種の偏りが確認された。

　以上から、今後、モニタリング調査を継続し、シカ捕獲による個体数管理、植生保護柵の設置・拡充などの対策を早急に行い、シカ被害の抑制
と下層植生の回復、高木層の天然更新の促進等を図るなど、対策実施後の保護林回復の状況について検証を行いながら、必要な対策を講じて
いくこととする。

５年
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名　　称 内大臣
ないだいじん

モミ等希少個体群保護林 管理（支）署 熊本森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

保安林（水源涵養）、九州中央山地国定公園（特３）、矢部周辺県立自然公園（特３）、鳥獣保護区（普通）

その他留意事項
旧内大臣学術参考保護林　　大正１２年３月３１日設定
保護林制度の改正に伴い、平成３０年４月１日再編（旧内大臣植物群落保護林）

面　　積
(ha)

３４．５６

熊本県　上益城郡　山都町　　菅内大臣国有林　１０４３　た、れ、そ、　１０４４　り　 林小班

　本保護林は、九州中央山地国定公園内の天主山（標高１,４９４ｍ）西方にあり、標高６００ｍ～８００ｍに位置し、西面の緩斜地である。林相は、
上部はモミ、ツガが多く、下部はモミ、ツガ、ケヤキ、アカガシ、ウラジロガシ、クリ、ミズメ、カエデ等（１６０年生以上）の優良な針広混交天然林
で、中央にはアカマツと挿し穂によるスギ（胸高直径１ｍ以上）が数本存在する。林内には、小松内大臣重盛の霊をまつる小松神社がある。小松
神社御神木が平成１２年４月「森の巨人たち百選」に選ばれている。これら暖帯上位植生の個体群の持続性の向上と歴史的価値の保全、小松
神社の風致を図り、併せて学術研究等に資することを目的とする。
　標高：６００～８００ｍ、　傾斜：緩、　地質：粘板岩、　土壌型：ＢE・BD（ｄ）、　林齢：８０～１７０年生以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領（平成27年9月28日付け２７林国経第49号）に定められた希少
個体群保護林の取扱い方針に従う。
　これに加え、本保護林については、これまでの保護林モニタリング調査結果を踏まえて取り扱うこととする。
　平成１９、２４、２９年度の調査によれば、毎木調査の結果、現状維持と判断され、保護林の要件は満たすが、直近５年間でシカ食害による忌避
植物の増加や草本層の種数および植被率の減少等下層植生の劣化が進行し、森林の内部構造に大きな影響が生じるなど２プロットともにシカ
被害レベルが３となった。このため、下層植生の回復、土壌の乾燥化防止、保護対象種の天然更新促進のため、シカの個体数管理とともに植生
保護柵設置等シカ被害対策を検討する。

５年

管理方針書 希少 – ３０
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名　　称 内大臣
ないだいじん

ゴイシツバメシジミ希少個体群保護林 管理（支）署 熊本森林管理署

設定年月日 平成５年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養）、九州中央山地国定公園（特３）、矢部周辺県立自然公園（特３）、鳥獣保護区（普通）

ゴイシツバメシジミの生息地保護については、平成９年に策定された「ゴイシツバメシジミ保護増殖事業計画」（環境庁（当時）、文部省（当時）、
農林水産省）により実施している。
保護林制度の改正に伴い、平成３０年４月１日再編（旧内大臣特定動物生息地保護林）

面　　積
(ha)

９７．１６

熊本県　上益城郡　山都町　　菅内大臣国有林　　 １０４２ い、イ、ロ　林小班
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 目丸内大臣国有林　１０６５ い、１０６６ い　林小班

　本保護林は、山都町の九州中央山地の国見岳（標高１,７３９ｍ）北側の一角で標高６００ｍ～８００ｍの西側に面する急傾斜地に位置してい
る。林相は、シイ、カシ類の暖帯林からブナ、ミズナラ等の冷温帯林までの天然林で、モミ、ツガ、ケヤキ、アカガシ、ウラジロガシ、クリ、ミズメ、カ
エデ等を主体とする優良な針広混交天然林である。
　この地域の広葉樹大木に着生するシシンランの花とつぼみを摂食する「国の天然記念物」、「国内希少野生動植物種」であるゴイシツバメシジミ
の繁殖地及び生息地であり、この生態特性を踏まえた保護と増殖を目的とした保護管理、併せて学術研究に資する。
　標高６００～８００ｍ、　傾斜：急、　地質：古生層粘板岩、　土壌型：ＢＤ・ＢＤ（ｄ）、　林齢５０～１６５年生以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領（平成27年9月28日付け２７林国経第49号）に定められた希少
個体群保護林の取扱い方針に従う。
　これに加え、本保護林については、これまでの保護林モニタリング調査結果を踏まえて取り扱うこととする。
　平成１９、２４、２９年度の調査によれば、直近５年のシカ被害調査では、下層植生の衰退など急速にシカ被害が進行し、シカ被害レベル３となっ
た。このため、保全対象種のゴイシツバメシジミの保全のみならず、生息する多様な動物相への影響も考慮して森林の内部構造の回復や下層
植生の種多様性の回復、さらには、食草シシンランの保護・増殖、希少植物着生木の倒伏防止、林内の乾燥化防止のため、植生保護柵の設
置、シカ被害木の単木的防護、シカ個体数の管理、巡視等各種対策に努める。

５年

管理方針書 希少 – ３１
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祖母傾 生態
鬼目山 群集
大石 希少

保護林遠景（左から古祖母山・障子岳・祖母山）

祖母山・傾山・大崩山周辺森林生態系保護地域

保護林近景（傾山周辺）保護林遠景（傾山）

保護林近景（祖母山周辺） 保護林近景（祖母山周辺）

統合するべきか検討

大石 希少
祖母傾 生態

鬼の目山 群集
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保護林近景

保護林近景

大石樫山アカガシ等希少個体群保護林

保護林遠景

アケボノツツジと保護林近景

“鬼の目杉”の巨木

保護林近景

鬼の目山生物群集保護林
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管理方針書 生態-１ （新）

名　　称 祖母山・ 傾山・　大崩山周辺
そぼさん・　かたむきやま・　おおくえやましゅうへん

森林生態系保護地域 管理（支）署 大分森林管理署・宮崎北部森林管理署

設定年月日 平成２年３月２９日

変更年月日

位置及び区域

（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

面　　積
(ha)

５，９７７．７９
保存地区　　　　：　１，５７９．７０              大分署　　　　３，０３０．８９
保全利用地区　：  ４，３９８．０９　　　　　　 宮崎北部署　２，９４６．９０

大分県　佐伯市　宇目町　　　　夏木国有林　　　１００６ 　ち　林小班外
　　　　　 竹田市　神原　　　　 　祖母山国有林　　２００４　い　林小班外
宮崎県　延岡市　北方町　　　　木戸ノ元国有林　２０２１　と　林小班外　　　　※別添一覧表のとおり

　本保護林は、大分県南部の竹田市、豊後大野市、佐伯市、宮崎県北部の延岡市、日之影町、高千穂町にまたがり、大野川、北川、祝子川、
五ヶ瀬川の上流域に位置する。地形は急峻で祖母山（1,757m）、傾山（1,602m）、大崩山（1,643m）を中心とした山系で、地質的には臼杵～八代
構造線上にあり、砂岩、粘板岩、チャート等を基岩とした古生層からなる。

　林相は、山麓部はウラジロガシ－サカキ群集、標高700m‐1,000m付近の山腹部にはアカガシ、ウラジロガシ、ツバキ等常緑広葉樹とモミ、ツガ
等の常緑針葉樹との組み合わせによるモミ－シキミ群集、ツガ－ハイノキ群集などが発達する。
　
　また、標高1,000m以上の山地帯は冷温帯湿潤気候の極相であるブナ林がみられ、山頂の岩角地にはヒメコマツが生立し、特別天然記念物の
ニホンカモシカ等哺乳類や鳥類も豊富に見られる。河川には、天然記念物のイワナやアマゴが生息する。
　
　平成30年度のモニタリング調査における動物調査では、６目７科８種が確認されたが、ニホンジカが圧倒的に多かった。鳥類は、６目15科25種
が確認され、コゲラ、ウグイスなどの留鳥16種及びカッコウ、ツツドリ等の夏鳥9種が確認された。このほか、両生類の国内希少野生動植物種で
環境省絶滅危惧ⅠA類のソボサンショウウオの生息が確認された。環境省及び宮崎県の希少植物は、計15種が確認された。
　
　この生物多様性豊かな原生的天然林の森林生態系を保存し、自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、学術研究などに役立てる
とともに、確実に後世に引き継ぐことが重要である。なお、同地域は、祖母・傾・大崩山系周辺地域ユネスコエコパークに登録されている。
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保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項

法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養・保健・土砂流出防備）、祖母傾国定公園（特保・特１・特２・特３）、祖母傾県立自然公園（普通）、史跡名勝天然記念物、鳥獣
保護区（特別保護・普通）

　保護・管理及び利用については、基本的には保護林設定管理要領（平成27年9月28日付け27林国経第49号）に定められた森林生態系保護
地域の取扱方針並びに「祖母山・傾山・大崩山周辺森林生態系保護地域計画」に従う。また、平成19（20）、25、30年度の保護林モニタリング調
査の結果を踏まえて取り扱うこととする。
　
　当初からほぼ全域でシカ食害が進行し、下層植生は嗜好植物の減少・衰退、忌避植物の増加が確認された。さらに、平成30年度調査で祖母
山地域、傾山地域、大崩山地域の一部でシカ食害の影響と思われる表土流亡も確認された。その結果、各プロットの下層植生は総体として、極
めて貧弱な状況にある。

　特に、調査の回を追う毎に食害程度が拡大する傾向にあり、19（20）年度は被害レベル１－２が大半を占めたが、直近の平成30年度は、レベ
ル３－４が大半を占める状況となり、被害は森林の内部構造破壊にまで及んだ。さらに、プロット数の１/３（13/39）及び尾根沿いでは上層林冠
木（ブナやミズナラなど）の枯損が認められ、これら母樹の枯損と実生稚樹食害のため、後継個体が見られなかった。加えて、傾山、大崩山周辺
においては、林床に見られたスズタケが、食害により消失又は矮小化し、祖母山周辺では、スズタケの一斉開花枯死が認められ、実生も見られ
ないことから、元のスズタケ生育跡地を中心に大規模な下層植生の衰退が生じている。

　現況は、極相林であり、保護林要件を満たすが、現状のままでは将来の林相維持、森林の更新は極めて困難になると予想される。平成30年
度調査で山地に生息するニホンカモシカが確認されなかった。原因として、シカと食性が似通っているため、同じニッチで競合している可能性が
考えられる。また、大径木の樹上を生息環境とする希少哺乳類ホンドモモンガやムササビ、希少鳥類の生息には発達した森林などの自然林が
不可欠であるが、林床植生へのシカ食害の継続は、結果として自然林内の動植物の生息環境の悪化を招き、これらの種の存続自体が危機に
至ることが予想される。このため、保護林全域にわたる森林生態系の回復を図り、良好な形で維持保全することが喫緊の課題である。
　
　このため、引き続き保護林周辺のシカ捕獲（個体数管理）を行い、生息密度低下を図るとともに、下層植生等森林の植生構造の回復、土壌流
亡対策について早急に検討し対策を講じる必要があるため、従前の植生保護柵の補修、拡充、スズタケの回復等も併せて検討を進め、効果的
な対策となるよう、実行可能な対策から実施していくこととする。

５年（シカ被害を考慮し、巡視等を通じて状況を確認しつつ、場合によって３年以下とすることも検討する。）

旧竹田　･･･  神原祖母山  ４と外   2,321.00ha・・・旧祖母山学参
旧高千穂･･･ 木戸ノ元　　２１と外 　1,363.50ha・・・旧祝子川学参
旧延岡　･･･  夏木　　　　　６ち外    2,293.29ha・・・旧祖母山学参

祖母山・傾山・大崩山周辺森林生態系保護地域計画：平成２年４月１日設定（平成２年３月２８日林野庁承認）
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管理方針書　生物-５

名　　称 鬼
おにのめやま

の目山生物群集保護林 管理（支）署 宮崎北部森林管理署

設定年月日 平成３年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養）、祖母傾国定公園（特３）、祖母傾県立自然公園（普通）

旧名称「鬼の目山学術参考保護林」　　昭和 ６１．４．１設定

面　　積
(ha)

保存地区
４６７．２２

保存地区
宮崎県　延岡市　北方町　　渡瀬国有林　２０１５～２０１７　全小班、　２０１８　い～よ、れ、　２０１９　へ～り、ぬ、る、わ　林小班

　本保護林は、宮崎県の北部、鬼の目山（１,４９１ｍ）の西側からだき山（標高１,４２０ｍ）にかけて位置し、祖母・傾国定公園の南東部に位置して
いる。林相は、スギ、アカマツ、ヒメコマツ、ブナ、アカシデ、ミズナラ等による針広混交林である。このうち、特に林内に生育するスギは、１９８５年
の宮崎大学の詳細な調査により最終氷期以降に生き残った天然スギ遺存集団の可能性が高いとの報告がある。加えて、最近の遺伝子解析の
結果、ウラスギ系と分かるなど、九州では屋久島以外で遺伝的多様性の高い天然スギ地域集団として極めて貴重である。また、林内にはツチビ
ノキ等地域固有な植生が多く含まれており、この点でも学術的価値が高いとされる。林床には、ヒメシャラ、リョウブ、スズタケなどのほか、高木構
成種の幼木も見られる。鬼の目山周辺の背後にそびえ、左右に大きく開けた扇子状の台地から流れる岩水は、周辺の水が集まって滝となり、
花崗岩の絶壁を流れ落ちる景観は、天然広葉樹林とマッチして美しい。
　地域固有の生物群集である、天然生スギをはじめ、アカマツ､ヒメコマツ､アカシデを保護対象種とし、針広混交林からなる自然環境とともに天然
スギの遺伝子資源を森林生態系内に広範に保存することを目的とする。
　標高：８００～１,５００ｍ、　傾斜：急、　地質：花崗岩、　土壌型：ＢＤ（ｄ）、　林齢：８５～２００年生以上
　H30.4.1再編：　旧保護林名称「鬼の目山林木遺伝資源保存林」　　所在区域：上記林小班と同様

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領(平成27年９月28日付け 27林国経第49号)に定められた生物群
集保護林の取扱い方針に従う。
　さらに、平成19（20）、24、29年の保護林モニタリング調査の結果を踏まえて取り扱うこととする。
　これまでの調査の結果、保存対象樹種の本数、材積の増加があり、後継個体の生育による現状維持が確認され保護林の要件は満たしている
が、近年のシカ被害の拡大は顕著で、植生保護柵設置箇所以外では、殆どのプロットで、ソヨゴ、ヒメシャラ等の樹皮剥ぎや下層植生の衰退等
が見られ、被害レベルは３となっている。また、スズタケ群落の開花による枯損・衰退のため、植被率が急減している（平成29年調査時点）。林
内には、ツチビノキ、フクオウソウ、ササユリ等の希少種の生育が確認されており、今後シカ食害が懸念される。
　以上のことから、今後の対応策としては、森林の更新や生態系への影響及び表土流亡への懸念を考慮し、さらに希少種保護の観点及びスズ
タケ群落等下層植生の回復方策の検討が課題である。
　このため、既存植生保護柵の定期点検及び、増設の検討や単木的防護による天然更新の促進、スズタケ群落の回復、従来から行われてきた
シカ個体数管理の継続、保存対象種の天然更新等の各種対策を行うため、緊急に対応が必要なものから対策を講じるものとする。

５年
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名　　称 大石
おおいしかしやま

樫山アカガシ等希少個体群保護林 管理（支）署 大分森林管理署

設定年月日 平成２４年３月２３日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧大石樫山植物群落保護林）

面　　積
(ha)

１８．３４

大分県　豊後大野市　　宮尾国有林　２０７０　は　林小班

　ミヤマシキミ・アカガシ群集等を保護するとともに、学術研究等に資する。

　大石樫山アカガシ等希少個体群保護林は、祖母山の北東山稜部に位置し、周囲はスギ・ヒノキ人工林であるが、当該地域は全域がミヤマシキ
ミ・アカガシ群集からなり、アカガシ・ウラジロガシ・ケヤキ等の大径木が生育するとともに、スギラン・マツラン・セッコク等の希少植物も生育してい
る。
　祖母山系の標高５００～８００ｍまでは自然林が残されており、豊後大野市の天然記念物及び「原生林もしくはそれに近い自然林」として、特定
植物群落にも指定されている。大分県内のアカガシ林としては最も広い面積が残されており、自然性の高い「ミヤマシキミ・アカガシ群集」が残さ
れている貴重な地域である。

　
標高：６１０～８５０ｍ、　傾斜：２０°～３０°、　傾斜方位：北～北東、　地質：火山性溶解岩（輝石安山岩・凝灰角礫岩）、
土壌型：褐色森林土（ＢＢ・ＢＤ・ＢＤ（ｄ）型）、　　林齢：１６０年以上

　極盛相にあるものは、原則として人手を加えずに自然の推移に委ねる。遷移の途中相にあるものは、その現状の維持に必要な森林施業は行
うことができるものとする。
　なお、モニタリング調査、学術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、標識類の設置等、軽微な施設の設
置、その他法令等の規定に基づき行うべき行為はできるものとする。

管理方針書 希少 – ４５
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蜷尻 希少
楠見 希少
八久保 希少

八久保 希少

楠見 希少

蜷尻 希少 保護林遠景

保護林近景

イチイガシの巨木

統合するべきか検討
蜷尻ツブラジイ等遺伝資源希少個体群保護林
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保護林遠景

保護林近景

イチイガシの巨木

八久保イチイガシ等遺伝資源希少個体群保護林

保護林遠景

保護林遠景

イチイガシの巨木

楠見イチイガシ遺伝資源希少個体群保護林
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管理方針書 希少 – ５３

名　　称 蜷
にな

尻
じり

ツブラジイ等遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 宮崎森林管理署

設定年月日 平成２年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（保健）、鳥獣保護区（普通）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧蜷尻林木遺伝資源保存林）

面　　積
(ha)

５９．１４

宮崎県　宮崎市　高岡町　　蜷尻国有林　２２８　は、に　林小班

ツブラジイ、スタジイ、イスノキ、イヌマキ、イチイガシの保存

　蜷尻ツブラジイ等遺伝資源希少個体群保護林は、国有林内の中央部に位置し、近くには高房台風致探勝林として指定された箇所もある。林相
は、ツブラジイ、スタジイ、イスノキ、イヌマキ、イチイガシ等の針広混交林となっている。この森林を、地元高岡町はレクリエーションの森「高房台
いこいの森」に指定しており、地域住民のレクリエーションの場として利用されている。また、ここからの眺望は素晴らしく、宮崎周辺、日向灘の風
景は絶景である。また、森林は、東南アジアからの渡り鳥「サンコウチョウ」の繁殖の場にもなっている。

標高：２００ｍ、　傾斜：中、　地質：古第三紀頁岩、　土壌型：ＢＣ、　林齢：８５～１３０年生以上

禁　伐
　被害木の除去、災害防止及び学術研究のための伐採はできるものとする。
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管理方針書 希少 – ５４

名　　称 楠見
くすみ

イチイガシ遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 宮崎森林管理署

設定年月日 平成２年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

旧名称「楠見学参」　面積４．７０ha 　設定　昭和 ８．３．３１
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧楠見林木遺伝資源保存林）

面　　積
(ha)

４．７０

宮崎県　宮崎市　高岡町　　楠見国有林 ２３５　と　林小班

イチイガシの保存

　楠見イチイガシ遺伝資源希少個体群保護林は、宮崎市高岡町内の国道１０号線の南方に位置し、近傍には、国指定天然記念物「去川の大イ
チョウ」や薩摩街道の去川関所跡等がある。保護林の周囲はほとんどが国有林であり、林相はスギ人工林が主で、スギ林に囲まれてイチイガシ
の広葉樹林がある。以前はイチイガシの母樹林として種子の採取が行われていた。

標高：１００ｍ、　傾斜：中、　地質：頁岩、　土壌ＢｌＤ（ｄ）、　林齢：１２０年生以上

禁　伐
　被害木の除去、災害防止及び学術研究のための伐採はできるものとする。
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名　　称 八
はち

久保
くぼ

イチイガシ遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 宮崎森林管理署

設定年月日 平成２年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

旧名称「八久保学参」　面積８．２１ha 　設定　昭和 ４０．３．３１
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧八久保林木遺伝資源保存林）

面　　積
(ha)

８．２１

宮崎県　宮崎市　高岡町　　八久保国有林　２０２　と　林小班

イチイガシの保存

　八久保イチイガシ遺伝資源希少個体群保護林は、宮崎大学演習林の北部に位置し、周囲は全て国有林である。林相は、スギ、ヒノキ人工林
に囲まれたイチイガシ等の広葉樹林であり、周辺には天然生林は残っておらず保護林としての機能が期待される。

標高：２００ｍｍ、　傾斜：急、　地質：古第三紀頁岩、　土壌型：ＢＤ（ｄ）、　林齢：１５０年生以上

禁　伐
　被害木の除去、災害防止及び学術研究のための伐採はできるものとする。

管理方針書 希少 – ５２
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保護林遠景

保護林近景

保護林遠景

保護林近景

チャンチンモドキの巨木

統合するべきか検討

冷水イ 希少
冷水サ 希少

冷水サツマシダ等希少個体群保護林 冷水イチイガシ等遺伝資源希少個体群保護林

冷水サ 希少

冷水イ 希少
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名　　称 冷水
ひやみず

イチイガシ等遺伝資源希少個体群保護林 管理（支）署 北薩森林管理署

設定年月日 平成３年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養）

旧名称「冷水学術参考保護林」　 昭和 ４６．４．１設定

面　　積
(ha)

１３．１０

鹿児島県　伊佐市　 冷水国有林　２００５　そ　林小班

　本保護林は、鹿児島県北部の伊佐市の西部で、国道２６７号線と出水市内の国道４４７号線とを結ぶ県道の中間点に、これを横断して位置す
る。標高３５０ｍ～４００ｍの南東向きの緩斜地で低山地帯となっている。林相は、天然生林分で、タブノキ、アカガシ、ツブラジイ、イスノキ、イチイ
ガシ、シラカシ等の照葉樹林で、林齢９０年生以上が生育しており、川内川上流域に分布する暖帯林の代表的林分である。谷筋には、環境省Ｒ
ＤＢ絶滅危惧ⅠＢ類のチャンチンモドキの大径木が数本確認される。イチイガシ、アカガシ、シラカシ、イスノキ、タブノキ、ツブラジイ等の個体群の
持続性を向上させることを目的する。
　標高：４００ｍ、　傾斜：中、　　地質：古第三紀砂岩、　土壌型：ＢＣ、　林齢９０年生以上
　H30.4.1再編：　旧保護林名称「冷水林木遺伝資源保存林」　所在区域：上記林小班と同様

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領（平成27年9月28日付け２７林国経第49号）に定められた希少
個体群保護林の取扱い方針に従う。
　これに加え、本保護林については、これまでの保護林モニタリング調査結果を踏まえて取り扱うこととする。
　平成20、24、29年度の調査によれば、毎木調査では現状維持、保護林の要件を満たしているものの、シカ被害レベルは3で、過年度調査及び
現況から過去の激しいシカ被害や忌避植物の増加が確認されている。しかし、新たなシカの被害木等痕跡は確認されなかったため(H29年度調
査時点)、被害は収束してきていると判断される。下層植生回復のため、植生保護柵の設置やシカ個体数の管理に努めるほか、保護対象種等
の単木的防護を実施することや、希少種チャンチンモドキも含めて天然更新の促進等、保護林の森林内部構造や多様性を回復する対策を検討
する。また、周辺のシカ個体群動向を把握し、被害の未然防止に努める。

５年

管理方針書 希少 – ６１
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名　　称 冷水
ひやみず

サツマシダ等希少個体群保護林 管理（支）署 北薩森林管理署

設定年月日 平成３年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

保安林（水源涵養）

保護林制度の改正に伴い、平成３０年４月１日再編（旧冷水植物群落保護林）

面　　積
(ha)

１．２５

鹿児島県　伊佐市　　冷水国有林　２００３　よ　林小班

　本保護林は、鹿児島県北部の伊佐市南西部に位置し、標高３００～３５０ｍの北東向き傾斜地の低山地帯である。林相は、川内川流域に多く
分布するカシ類、シイ類を主体とする広葉樹林分で暖帯林の代表的林分である。また、林内には我が国における保護上重要な植物、環境省ＲＤ
Ｂ絶滅危惧ⅠＢ類に位置づけられる「サツマシダ」、コマチイワヒトデ、エダウチホングウシダ、ホソバイタチシダ、ツルホラゴケ等約７０種類のシダ
が生育しており貴重な地域である。川内川上流の流域に分布する暖帯林（カシ類、シイ類、その他広葉樹）の代表的林分及び希少種「サツマシ
ダ」等の保存を図るための森林施業、管理技術の発展、学術研究等に資することを目的とする。
　標高：４００ｍ、　傾斜：中、　地質：古第三紀砂岩、　土壌型：ＢC、　林齢：１５０年生以上

　保護・管理及び利用に関する基本的な事項については、保護林設定管理要領（平成27年9月28日付け２７林国経第49号）に定められた希少
個体群保護林の取扱い方針に従う。
　これに加え、本保護林については、これまでの保護林モニタリング調査結果を踏まえて取り扱うこととする。
　平成20、24、29年度の調査によれば、毎木調査では現状維持、保護林の要件を満たしているものの、シカ被害レベルは3で、過年度調査及び
現況から過去の激しいシカ被害や忌避植物の増加が確認されている。新たなシカの被害木等痕跡は確認されておらず(H29年度調査時点)、被
害は収束しつつあると判断される。しかし、現況においてサツマシダへの直接的食害は認められないものの、種多様性の低下が確認されるた
め、保護対象種サツマシダ等シダ植物や着生及び地生ラン等希少種の生育に与える影響が懸念されることから、これらの保全も視野に森林内
部構造や下層植生の種多様性回復、持続性の確保のために植生保護柵の設置や周辺のシカ個体群動向を把握し、必要に応じたシカ個体数の
管理等被害の未然防止に努めるなど保護対策を検討する。

５年

管理方針書 希少 – ６２
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種子島 希少
早稲田川 希少

種子島 希少

早稲田川 希少

保護林遠景

保護林近景

保護林近景

ヤクタネゴヨウの芽生え

統合するべきか検討
種子島ヤクタネゴヨウ等希少個体群保護林 早稲田川ヤクタネゴヨウ希少個体群保護林
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管理方針書 希少 – ７２

名　　称 種子島
たねがしま

ヤクタネゴヨウ等希少個体群保護林 管理（支）署 屋久島森林管理署

設定年月日 平成３年３月３１日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

旧種子島学参　　昭和２３年３月３１日
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧種子島植物群落保護林）

面　　積
(ha)

１２．９１

鹿児島県　西之表市　　中割国有林　１１０８　る　林小班

　「ヤクタネゴヨウ」その他種子島の代表的天然生林の保存と森林施業、管理技術の発展、学術研究等に資する。

　種子島ヤクタネゴヨウ等希少個体群保護林は、種子島のほぼ中央部で、西之表市の南部に位置している。林相は、シイ類、イスノキ、タブノキ
等の老齢天然生林で広葉樹を主体とした林分であり、斜面上部に「ヤクタネゴヨウ」の大径木が点在している。また、イヌマキ、ナギ等があり、暖
帯南部の多雨林的林相を呈している。

標高：２００ｍ、　傾斜：中、　地質：中生層硬砂岩、　土壌型：ＢD（d)、　林齢：１６０年生以上

禁 伐
   極盛相にあるものは原則として自然の推移にゆだね、遷移の途中にあるものは現状の維持に必要な森林施業を行う。また、モニタリング、学
術研究その他公益上必要な行為、非常災害のため応急措置として行う行為、軽微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行う。
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管理方針書 希少 – ７３

名　　称 早稲田
わせだがわ

川ヤクタネゴヨウ希少個体群保護林 管理（支）署 屋久島森林管理署

設定年月日 平成１８年３月２３日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧早稲田川ヤクタネゴヨウ植物群
落保護林）

面　　積
(ha)

７．１３

鹿児島県　西之表市　安城　木成国有林　１１１４　へ　林小班

　ヤクタネゴヨウは、屋久島と種子島のみ自生する五葉松の種で、レッドデータブックに絶滅危惧ⅠＢ類に記載され、種子島においては、これまで
１００本程度しか確認されておらず、マツ材線虫病等により被害も進行し絶滅が危惧されている状況にある。
　早稲田川のヤクタネゴヨウ群落は、平成１６年度に実施した「種子島ヤクタネゴヨウ保護林調査」においても遺伝子の多様性に富むことが推測
され、かつ、種の保存の可能性が高いと評価を受け、植物学上重要である群落を早急に保護を図るために設定した。

　早稲田川ヤクタネゴヨウ希少個体群保護林は、種子島中心部の太平洋沿い、西之表市の南部に位置している。林相は、ヤクタネゴヨウ、スギ、
クロマツ、その他広葉樹である。「ヤクタネゴヨウ」の大径木は点在している状況である。林内は暖帯南部の多雨林的林相を呈している。

標高：５０～１００ｍ、　傾斜：中、　地質：中生層硬砂岩、　土壌型：ＢＣ、　林齢：４５年生

　ヤクタネゴヨウを群落として保護・保全していくためには、ヤクタネゴヨウを含む周辺生態系の管理が不可欠であること、早稲田川流域のヤクタ
ネゴヨウ群落はマツ材線虫病危険地域にあることから、なお書き等に留意して生育環境の改善及び保全に必要な森林施業等の保護及び管理
を行うこととする。
　なお、早稲田川ヤクタネゴヨウ希少個体群保護林は、絶滅危惧ⅠＢ類（ＥＮ）であることから、関係法令の規定に基づく行為は実施できるものと
する。
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奄美 生態
奄美 希少

保護林近景

保護林内部

保護林内部

保護林遠景

保護林近景

オオトラツグミ

アマミヤマシギ アマミノクロウサギ

統合するべきか検討
奄美群島森林生態系保護地域

奄美群島アマミノクロウサギ等
希少個体群保護林

保護林遠景

奄美群島森林生態系保護地
保存地区

ｚ

奄美群島森林生態系保護地
保全利用地区

奄美群島アマミノクロウサギ等
希少個体群保護林

凡 例

奄美 生態

奄美 希少

- 65 -



管理方針書 生態 – ３

名　　称 奄美
あまみぐ んとう

群島森林生態系保護地域 管理（支）署 鹿児島森林管理署

設定年月日 平成２５年３月１５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

旧神屋林木遺伝資源保存林・・・面積１６０．９６ｈａ（平成4年度設定）、　旧三京林木遺伝資源保存林・・・面積９８．８３ｈａ（平成４年度設定）
奄美群島森林生態系保護地域計画（平成２５年３月）
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い平成３０年４月１日再編（旧奄美群島森林生態系保護地域）

その他留意事項

保安林（水源涵養・保健）、奄美群島国定公園（特保）、史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区（特別保護・普通）

管理に関する具体の対応については、学識経験者等からなる保全管理委員会を設置するとともに、委員会の意見を聞きながら実施する。

面　　積
(ha)

４，８１９．８７

保存地区　　　　：　２２５２．４４
保全利用地区　：  ２５６７．２７

鹿児島県　奄美市外　金作原国有林外　２０２～２０４、２１０～２１３、２１７～２２３　林班
　　　　                                                  ２３１～２３６、２４０～２５１、２５４～２６０　林班

　奄美群島でしか見られない特徴を持つ原生的な天然林（亜熱帯性広葉樹）及びアマミノクロウサギやルリカケスなどの大陸遺存種が生育・生
息している重要性の高い地域を保護すること。

５年

保護・管理及び利用に
関する事項

　奄美群島森林生態系保護地域は、鹿児島県奄美大島（奄美市、宇検村、大和村、瀬戸内町）と徳之島（徳之島町、天城町、伊仙町）に位置 し
ている。
 奄美大島の主要な山系は､島の中央からやや西側に位置する湯湾岳（６９４ｍ）、油井岳（４８３ｍ）、小川岳（528ｍ）松長山（４５５ｍ）、鳥ヶ峰
（４６７ｍ）等、４００ｍ以上の山々が脊柱部を構成している。また、河川については、太平洋の住用湾に注いでいる住用川、大川、東シナ海に注
ぐ河内川、名音川などがあるが、ほとんどが流路延長の短い急流河川である。
 徳之島の主要な山系は、北部の天城岳（５３３ｍ）、三方通岳（４９６ｍ）、大城山（３３３ｍ）を主峰とした比較的急峻な山が連なり、島の中央部で
は井之川岳（６４５ｍ）、美名田山（４３８ｍ）、島の南部に剥岳（３８２ｍ）、犬田布岳（４１７ｍ）と続く山塊が郡をなしている。また、河川については
天城町の秋利神川のほか、徳之島町の亀徳川、伊仙町の鹿浦川などがある。

保存地区　　　（２,２５２．５５ha）・・・禁伐、原則として人手を加えず自然の推移に委ねる。
保全利用地区（２,５６７．３２ha）・・・木材生産を目的とする森林施業は行わない。ただし、天然木の保存を図るために一体的に保全・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理することが相応なスギ林分については、複層林施業等を行うことができるものとし、将来的には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天然林への移行を図るよう取り扱うこととする。
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管理方針書 希少 – ６７

名　　称 奄美
あまみぐ んとう

群島アマミノクロウサギ等希少個体群保護林 管理（支）署 鹿児島森林管理署

設定年月日 平成２５年３月１５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物
群集保護林においては
保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

保安林（水源涵養）、奄美群島国定公園（特保）、鳥獣保護区（特別保護・普通）、史跡名勝天然記念物

　奄美大島・徳之島でしか見られない特徴的は森林生態系を有する生物群集保護林等については、これらの一部と森林生態系保護地域との間
に介在する民有林が一定の管理水準以上（例えば、保護林と同程度の管理水準、又は育成複層林への誘導に向けた取り組みがなされるなど）
となることが担保された段階で、森林生態系保護地域の設定に係る所要の手続きを経た上で、森林生態系保護地域の区域に変更することとし
ている。

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧奄美群島特定動物生息地保護
林）

面　　積
(ha)

１，３３４．２９

鹿児島県　奄美市外　　２０５～２０９、２１４～２１６、２２４、２２９、２３０　林班

　奄美群島森林生態系保護地域以外の国有林野であって、アマミノクロウサギやトゲネズミ類など奄美群島を特徴づける希少種や固有種の繁
殖地又は生息地であり、これらの動物種を優先的に保護を図る必要のある箇所を設定。

　奄美群島アマミノクロウサギ等希少個体群保護林は、奄美大島の中部に点在する地域であり、２３０林班の一部を除き、水源かん養保安林に
指定されている。

　繁殖又は生息する動物の生態特性を踏まえた保護及び管理を行うこととし、このために必要な森林施業又は行為は行うことができる。また、モ
ニタリング、学術研究その他公益上の事由により必要と認められる行為、非常災害のため応急措置、標識類の設置、自然観察教育のための軽
微な施設の設置、その他法令等の規定に基づき行うべき行為はできるものとする。
　なお、保護管理の具体的検討等に当っては、別途、学識者等の意見を聞きながら実施する。
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西表島 生態
船浦 希少

船浦ﾆｯﾊﾟﾔｼ 希少

西表島 生態
（保全利用地区）

保護林遠景（ピナイサーラ滝） マングローブ林

ヤエヤマヤシ群落 スダジイ群落

リュウキュウマツ群落

3

保護林の空中写真

ニッパヤシ

統合するべきか検討 西表島森林生態系保護地域 船浦ニッパヤシ希少個体群保護林

ヒナイ川のカヌー係留地
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管理方針書 生態 – ７

名　　称 西表島
いりおもてじま

森林生態系保護地域 管理（支）署 沖縄森林管理署

設定年月日 平成３年３月２８日

変更年月日
平成２８年３月２日
平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ

れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項

法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

西表島森林生態系保護地域計画（平成２４年３月）
旧南風見遺伝資源保存林　面積２５．１８ha（平成４年度設定）　平成２４年
度編入
「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９
号）に伴い平成３０年４月１日再編（旧西表島森林生態系保護地域）

特　徴
植物・・・スダシイの優占する照葉樹林、ガジュマル等の群落、
　　　　　メヒルギ、オヒルギ等のマングローブ林
動物・・・イリオモテヤマネコ、リュウキュウイノシシ、ヤエヤマ
　　　　　オオコウモリ等の哺乳類、カンムリワシ、リュウキュウ
　　　　　キンバト等の鳥類

５年

保安林（水源涵養・土砂崩壊防備・潮害防備・防風・保健）、西表石垣国立公園（特保、特２）、史跡名勝天然記念物、鳥獣保護区（特別保護）

面　　積
(ha)

２２，３６６．４２

保存地区　　　　：　９９９９．２８
保全利用地区　：  １２３６７．１４

沖縄県　八重山郡　竹富町  　　　上原国有林外 １０１～１３９、１４２～２０８　林班

　原生的な天然林を保存することにより、自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、学術研究などに役立てるとともに、これらの森林を
後世に引き継ぐことにする。

　西表島森林生態系保護地域は、八重山群島最大の島で、島の周囲は１３０Ｋｍ、面積は２８,４００ｈａあり、国有林は西表島の８７％
（２４,７００ｈａ）を占め、亜熱帯林の自然がよく保たれている島である。また、日本列島の常緑広葉樹林帯に属し、地質は新第３紀に属する砂岩、
頁岩からなる八重山夾単層群が分布する。林相としては、山地にスダジイ、タブノキ、オキナワウラジロガシ等の優占する照葉樹が広がってお
り、山頂部の風衝地には、リュウキュウチクが密生している。低地にはガジュマル等が優占する群落がみられ、河口域には、海水の影響を受け
マングローブ林が発達している。本地域には特別天然記念物イリオモテヤマネコが生息している。

保存地区　　　・・・禁伐
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　原則として人手を加えずに、自然の推移に委ねる。
保全利用地区・・・木材生産を目的とする森林施業は行わない。
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　ただし、人工林については将来的には天然林へ移行を図るよう取り扱う。
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管理方針書 希少 – ７５

名　　称 船
ふな

浦
うら

ニッパヤシ希少個体群保護林 管理（支）署 沖縄森林管理署

設定年月日 平成１５年３月２５日

変更年月日 平成３０年４月１日再編

位置及び区域
（森林生態系保護地域及び生物

群集保護林においては

保存地区、保全利用地区それぞ
れの位置及び区域）

保護・管理を図るべき
森林生態系、個体群に
関する事項

保護・管理及び利用に
関する事項

モニタリングの実施間隔
及び留意事項
法令等に基づく指定
概況

その他留意事項

５年

史跡名勝天然記念物

「保護林制度の改正について」（平成２７年９月２８日付け２７林国経第４９号）に伴い、平成３０年４月１日再編（旧船浦ニッパヤシ植物群落保護
林）

面　　積
(ha)

４．３８

沖縄県　八重山郡　竹富町　　西表国有林　２０８　は　林小班

　ニッパヤシ（Nypa fruticans  Ｗurmb.）は、ヤシ科に属する１属１種で灌木状の雌雄異株のヤシで、フィリピン、インド、マレーシア、ミクロネシアな
どの熱帯に分布域を持つする種で、台湾には分布せず、台湾を飛び越えた沖縄県の西表島の船浦と内離島が我が国唯一の自生地ばかりでな
く、本種の分布の自生地北限として植物地理学上重要である。
　船浦のニッパヤシ植物群落の周囲には、特にオヒルギが優勢するほかヤエヤマヒルギやシマシラキなどが発達し、群落のほとんどを遮光してい
ることから、生育状況は全体的に悪化しており、種子の結実も確認されているが実生による個体は確認されていないなど、西表島船浦における
群落の消滅が危惧されていることから、保全・保護を図ることとして設定した。

　船浦ニッパヤシ希少個体群保護林は、西表島船浦部落の南東に位置する２０８林班は林小班で、マングローブ林の発達したヤシミナト川の河
口から約６００ｍ程上流の左岸林縁に、約３００㎡にわたって生育している。周辺は満潮時に海水が浸る泥湿地帯で、樹高が約５ｍのオヒルギを
優占種とし、ヤエヤマヒルギ、シマシラキの混生したマングローブ林が発達している。
　ニッパヤシ植物群落周辺の植生は、ニッパヤシ、オオバヒルギ、メヒルギ、ヒルギモドキ、ヒルギダマシ、ミズガンピ、イボタクサギ、アダン、ハテ
ルマギル、テリハボク、クサトベラ等が群生している。

標高：０ｍ、　傾斜：平、　地質：沖積層、　土壌型：グライ土、　林齢３０年生以上

　船浦ニッパヤシ群落は、天然記念物に指定されているものの種の特性から遷移の途中相の環境において生育する種であることから、群落内
で繁殖生育する動植物にも留意しながら、ニッパヤシの生育環境の改善に必要な森林施業等の保護及び管理を行うこととする。
　なお、船浦ニッパヤシ植物群落は、国指定の天然記念物及び絶滅危惧Ⅱ種（VU)であることから、関係法令の規定に基づく行為は実施できる
ものとする。
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